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11月の税金・保険料

［納期限］ 11月 30日（月）

固定資産税（第３期）

※たばこは若桜町内でお買い求めください。
   （若桜町の税収となります）
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再生紙を
使用して
います。

人口と世帯数（対前月増減）

1,206世帯（－9）

2,508（－13）

住民基本台帳に記載された外国人を含む
（令和8年10月１日現在）

男：１，197（－5）
女：１，311（－8）

世帯
人口

みんなのフォトリレー
 第68回
みんなのフォトリレー
 第68回

氷ノ山の紅葉氷ノ山の紅葉
　紅葉の季節となりました。氷ノ山では、ブナなどの

木々が赤や黄色に色づき、山一面に美しい秋の景色

が広がります。自然豊かな氷ノ山で、季節の移ろいを

感じながら、秋ならではの紅葉を楽しんでみてはい

かがでしょうか。

　　　　　　　　三村　歩剛さん
ほ　たか

2026年
11月号
佳子内親王殿下　ご来町佳子内親王殿下　ご来町

主な内容
02	  	�令和 7年度決算報告
08	  	�令和 7年度町税の収納実績
17	  	�令和 9年度わかさこども園新規入園申し込みの受付を開始します
18	  	�「草ひかる」誕生の軌跡



令
和
７
年
度

　
一
般
会
計
の
歳
入
決
算
総
額
は
、
49
億
２
，
３
２
３
万

円
、
歳
出
決
算
総
額
は
、
45
億
４
，
６
４
１
万
円
と
な
り
、

歳
入
歳
出
差
引
残
額
は
３
億
７
，
６
８
２
万
円
。
翌
年

度
繰
越
と
な
っ
た
事
業
の
財
源
を
控
除
し
た
後
の
実
質
収

支
は
３
億
３
，
８
０
０
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
前

年
度
と
比
較
し
、
歳
入
歳
出
総
額
は
、
と
も
に
増
加
し
て

い
ま
す
が
、
主
な
要
因
と
し
て
は
、
住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
な

ど
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
・
共
通
化
に

係
る
対
応
業
務
の
実
施
や
県
道
消
雪
施
設
更
新
事
業
、
新

町
宅
地
造
成
事
業
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
近
年
地
震
や

大
雨
な
ど
の
災
害
関
連
ニ
ュ
ー
ス
が
多
く
、こ
う
し
た
突
発

的
な
財
政
需
要
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
も
、
今
後
も
優

先
度
、
緊
急
度
を
見
極
め
て
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的

に
活
用
し
な
が
ら
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
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決
算
報
告

　

若
桜
町
の
令
和
７
年
度
決
算
が
９
月
定
例
議
会

で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ど
れ
く
ら
い
の
収
入
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
事

業
に
支
出
し
た
の
か
、
決
算
の
概
要
と
財
政
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
歳　
入　

自
主
財
源
：�

町
税
、
使
用
料
、
手
数
料
な
ど

自
主
的
に
収
入
し
う
る
財
源

依
存
財
源
：
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
財
源

地
方
交
付
税
：
国
が
徴
収
し
た
財
源
を
一
定
の

基
準
に
よ
り
町
に
再
配
分
さ

れ
る
交
付
金

国
県
支
出
金
：
特
定
事
業
を
行
う
た
め
国
や
県

か
ら
交
付
さ
れ
る
補
助
金
等

町　
　
債
：
建
設
事
業
等
の
財
源
と
す
る
た

め
の
長
期
借
入
金

地
方
譲
与
税
・
交
付
金
：
本
来
地
方
団
体
に
帰
属

す
べ
き
税
源
を
国
や
県
が
徴
収

し
て
譲
与
す
る
税
や
交
付
金

町　
　
税
：
町
民
税
や
法
人
税
、
固
定
資
産

税
等

繰
越
金
：
一
会
計
年
度
か
ら
次
の
会
計
年

度
へ
持
ち
越
し
た
金
額

繰
入
金
：
基
金
や
他
会
計
か
ら
の
繰
入
金

　
歳　
出　

（
目
的
別
経
費
）

議
会
費
：
議
会
活
動
に
要
す
る
経
費

総
務
費
：
情
報
通
信
、
公
共
交
通
、
徴
税
、

戸
籍
、
選
挙
等
に
係
る
経
費

民
生
費
：
児
童
や
高
齢
者
、
障
が
い
者
等

の
社
会
福
祉
関
連
に
係
る
経
費

衛
生
費
：
予
防
接
種
や
健
康
診
断
、
ご
み

収
集
な
ど
に
要
す
る
経
費

農
林
水
産
業
費
：
農
業
委
員
会
運
営
や
生
産
基
盤

整
備
な
ど
に
要
す
る
経
費

商
工
費
：
商
工
業
振
興
、
観
光
、
企
業
誘

致
な
ど
に
要
す
る
経
費

土
木
費
：
道
路
や
公
園
な
ど
維
持
管
理
経
費

消
防
費
：
消
防
や
防
災
対
策
に
要
す
る
経
費

教
育
費
：
学
園
の
管
理
･
運
営
や
、
社
会

教
育
施
設
等
維
持
管
理
に
要
す

る
経
費

公
債
費
：
地
方
債
元
利
償
還
に
要
す
る
経
費

災
害
復
旧
費
：
災
害
復
旧
に
要
す
る
経
費

（
性
質
別
経
費
）

人
件
費
：
議
員
、
職
員
な
ど
に
支
払
わ
れ

る
報
酬
や
給
料
な
ど

物
件
費
：
委
託
料
や
消
耗
品
な
ど
の
需
用

費
、
旅
費
な
ど
の
一
般
行
政
経
費

維
持
補
修
費
：
公
共
用
施
設
等
を
維
持
す
る
た

め
の
補
修
等
経
費

扶
助
費
：
児
童
や
高
齢
者
、
障
が
い
者
な

ど
へ
の
支
援
や
生
活
保
護
費
等

補
助
費
等
：
一
部
事
務
組
合
へ
の
負
担
金
や

事
業
に
対
す
る
補
助
金
な
ど

公
債
費
：
借
入
金
（
借
金
）の
元
金
、
利
息

の
償
還
金

積
立
金
：
財
政
調
整
基
金
や
ふ
る
さ
と
応
援

基
金
な
ど
各
種
基
金
へ
の
積
立

投
資
及
び
出
資
金
・
貸
付
金
：
財
団
法
人
等
に
対

す
る
出
資
金
や
貸
付
金

繰
出
金
：
一
般
会
計
か
ら
介
護
会
計
な
ど

特
別
会
計
へ
の
支
出
金

普
通
建
設
事
業
費
：
道
路
や
学
校
な
ど
公
共
施

設
の
建
設
や
改
修
工
事
に
係
る

経
費

災
害
復
旧
事
業
費
：
災
害
被
害
を
受
け
た
施
設

等
を
原
型
に
復
旧
す
る
た
め
の

経
費

用　
語　
解　
説
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繰入金3億2,735万円(6.6%)

繰越金3億4,053万円(6.9%)

町税 2億7,740万円(5.6％)

地方譲与税･交付金
1億5,075万円(3.1％)

町債
4億5,940万円(9.3％)

国県支出金
7億7,080万円
(15.7％)

諸収入ほか 2億5,102万円(5.1%)

災害復旧費 189万円(0.1%)

公債費 4億8,413万円(10.6%)

教育費
3億5,650万円(7.8%)

消防費
1億2,745万円(2.8%)

土木費
4億8,519万円(10.7%)

商工費
2億1,942万円(4.8%)

農林水産業費
5億3,990万円(11.9%)

議会費
5,610万円(1.2%)

民生費
7億6,661万円
(16.9%)

衛生費
2億5,469万円(5.6%)

歳入
49億2,323
万円

歳出
45億4,641
万円

自主財源
11億9,630万円

24.3％

依存財源
37億2,693万円
75.7％

総務費　
12億5,453万円
(27.6%)

地方交付税
23億4,598万円
(47.7％)

繰入金3億2,735万円(6.6%)

繰越金3億4,053万円(6.9%)

町税 2億7,740万円(5.6％)

地方譲与税･交付金
1億5,075万円(3.1％)

町債
4億5,940万円(9.3％)

国県支出金
7億7,080万円
(15.7％)

諸収入ほか 2億5,102万円(5.1%)

災害復旧費 189万円(0.1%)

公債費 4億8,413万円(10.6%)

教育費
3億5,650万円(7.8%)

消防費
1億2,745万円(2.8%)

土木費
4億8,519万円(10.7%)

商工費
2億1,942万円(4.8%)

農林水産業費
5億3,990万円(11.9%)

議会費
5,610万円(1.2%)

民生費
7億6,661万円
(16.9%)

衛生費
2億5,469万円(5.6%)

歳入
49億2,323
万円

歳出
45億4,641
万円

自主財源
11億9,630万円

24.3％

依存財源
37億2,693万円
75.7％

総務費　
12億5,453万円
(27.6%)

地方交付税
23億4,598万円
(47.7％)

歳入（収入）総額　49億2,323万円

歳出（支出）総額　45億4,641万円

（令和６年度に比べ２億7,723万円（6.0％）増）

（令和６年度に比べ２億4,093万円（5.6%）増）

一般会計一般会計

主な特徴
増えたもの
●�地方交付税・・・普通交
付税・特別交付税ともに
増加し１億3,792万円増加
●�町債・・・県道消雪施設
更新事業及び町道消雪施
設改修事業の実施により
7,825万円増加
減ったもの
●�国県支出金・・・木材乾燥
機購入補助事業の終了に
より407万円減少

●�繰入金・・・財政調整基金
の取り崩しが減少したこ
とにより635万円減少

主な特徴
増えたもの
●�総務費・・・地方公共団
体情報システムの標準化・
共通化に係る対応業務の
増額により5,944万円増加
●�商工費・・・デジタル地域
通貨の導入や高原の宿氷太
くん空調熱源機器等更新工
事により4,768万円増加
●�土木費・・・県道消雪施
設更新事業に係る負担金
により２億1,583万円増加
減ったもの
●�消防費・・・八頭消防署
若桜出張所建替え事業に
伴う敷地造成工事の終了
により2,994万円減少
●�災害復旧費・・・令和５
年台風第７号災害の復旧工
事の終了により4,513万円
減少
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性質区分 決算額 構成比
人 件 費 9億300万円 19.9%
物 件 費 11億4,079万円 25.1%
維持補修費 5,997万円 1.3%
扶 助 費 2億5,669万円 5.6%
補 助 費 等 8億5,501万円 18.8%
公 債 費 4億8,413万円 10.6%
積 立 金 1億5,857万円 3.5%
投 資 及 び
出資金・貸付金 48万円 0%

繰 出 金 2億3,496万円 5.2%
普通建設事業費 4億5,092万円 9.9%
災害復旧事業費 189万円 0.1%

会計名 歳入（収入） 歳出（支出） 一般会計繰入金
国民健康保険事業 3億 8,032 万円 3億 6,682 万円 3,086 万円
介 護 保 険 事 業 6億 856 万円 5億 8,305 万円 8,193 万円
後 期 高 齢 者 医 療 7,641 万円 7,640 万円 2,045 万円
赤松団地造成事業 65万円 65万円 ‐
財 産 区 造 林 事 業 50万円 50万円 ‐
索 道 事 業 1億 859 万円 1億 859 万円 1,731 万円
住宅新築資金等貸付事業 40 万円 40万円 ‐
新 町 団 地 事 業 0万円 0万円 ‐

会計名 歳入（収入） 歳出（支出） 一般会計繰入金（出資金）
簡 易 水 道 事 業 2億 7,132 万円 3億 1,513 万円 9,932 万円
収 益的収支 1億 4,533 万円 1億 3,250 万円 8,996 万円
資 本的収支 1億 2,599 万円 1億 8,263 万円 936 万円

下 水 道 事 業 3億 2,430 万円 3億 6,706 万円 1億 5,653 万円
収 益的収支 2億 4,458 万円 2億 2,197 万円 1億 1,808 万円
資 本的収支 7,972 万円 1億 4,509 万円 3,845 万円

総
務
費　

12
億
５
，
４
５
３
万
円

・�

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
・
共
通

化
に
係
る
対
応
業
務�

１
億
１
，
９
０
３
万
円

・
地
域
情
報
通
信
基
盤
施
設�

１
億
１
，
４
０
２
万
円

　
（
IP
電
話
等
関
連
機
器
設
備
の
更
新
・
維
持
管
理
費
等
）

・
若
桜
鉄
道
対
策
事
業�

１
億
６
，
６
０
０
万
円

　

�（
鉄
道
施
設
保
守
・
管
理
、
わ
か
さ
カ
フ
ェ
管
理
委
託
料
等
）

・
バ
ス
運
行
事
業�

１
億
２
０
９
万
円

　

�（
町
営
バ
ス
・
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
車
両

購
入
、
町
営
バ
ス
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー

運
行
経
費
等
）

・
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
積
立�

１
億
１
，
１
０
７
万
円

　
（
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
の
積
立
）

民
生
費　

７
億
６
，
６
６
１
万
円

・
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
繰
出
金�

８
，
２
１
１
万
円

・
自
立
支
援
給
付
事
業�

１
億
３
，
０
０
８
万
円

　
（
障
が
い
者
等
へ
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
事
務
費�

７
，
６
５
１
万
円

　
（
広
域
連
合
負
担
金
・
特
別
会
計
繰
出
金
）

衛
生
費　

２
億
５
，
４
６
９
万
円

・
が
ん
検
診
等
健
康
増
進
事
業�

２
，
２
９
１
万
円

・
塵
芥
処
理
対
策
事
業�

６
，
１
４
２
万
円

　
（
ご
み
処
理
委
託
、東
部
広
域
行
政
管
理
組
合
負
担
金
等
）

・
簡
易
水
道
会
計
繰
出
金�

９
，
４
９
７
万
円

農
林
水
産
業
費　
５
億
３
，
９
９
０
万
円

・
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
事
業�

５
，
３
４
４
万
円

・
農
業
集
落
排
水
事
業
繰
出
金
等�

５
，
５
７
４
万
円

・
地
籍
調
査
事
業�

９
，
０
４
５
万
円

　

�（
小
船
・
落
折
地
区
平
地
調
査
、
諸
鹿
・
来
見
野
地

区
山
地
調
査
）

・
林
業
振
興
費�

１
億
80
万
円

　

�（
造
林
・
間
伐
材
搬
出
補
助
、
森
林
整
備
促
進
基
金
積
立
等
）

・
林
道
事
業�

８
，
０
２
８
万
円

　
（
諸
鹿
・
屋
堂
羅
線
開
設
工
事
・
林
道
の
維
持
管
理
等
）

商
工
費　

２
億
１
，
９
４
２
万
円

・
地
域
内
経
済
循
環
促
進
事
業�

２
，
５
３
２
万
円

　
（
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
の
導
入
）

・
氷
ノ
山
集
客
促
進
事
業�

８
，
８
２
６
万
円

　

�（
氷
太
く
ん
・
キ
ャ
ン
プ
場
・
町
営
ス
キ
ー
場
施
設

等
管
理
運
営
）

土
木
費　

４
億
８
，
５
１
９
万
円

・
道
路
維
持
費�

２
億
２
０
９
万
円

　
（
除
雪
作
業
・
消
雪
施
設
の
管
理
、
町
道
の
維
持
管
理
）

・
町
道
新
設
改
良
事
業�

６
，
７
３
６
万
円

　
（
橋
梁
補
修
、
町
道
来
見
野
線
改
良
工
事
等
）

・
新
町
宅
地
造
成
事
業�

５
，
０
４
５
万
円

・
下
水
道
事
業
会
計
繰
出
金
等�

１
億
80
万
円

消
防
費　

１
億
２
，
７
４
５
万
円

・
東
部
広
域
行
政
管
理
組
合
負
担
金�

７
，
８
７
３
万
円

教
育
費　

３
億
５
，
６
５
０
万
円

・
若
桜
学
園
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
購
入�

４
５
７
万
円

・
た
く
み
の
館
改
修
工
事�

２
３
７
万
円

性
質
別
経
費
の
支
出
額

目
的
別
経
費
の
支
出
額
と
主
な
事
業

令
和
７
年
度

　
特
別
会
計
・
公
営
企
業
会
計
の
決
算
状
況

　

町
が
特
定
の
収
入
と
特
定
の
支
出
を
一
般
会
計
と
切
り

離
し
て
独
立
し
て
行
う
会
計
で
す
。
保
険
料
や
料
金
収
入

な
ど
に
よ
る
独
立
採
算
を
原
則
と
し
ま
す
が
、会
計
に
よ
っ

て
は
一
定
の
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
一
般
会
計
が
繰
出
（
負
担
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
７
年
度
に
お
け
る
特
別
会
計
及

び
公
営
企
業
会
計
は
次
の
と
お
り
で
す
。

特別会計

公営企業会計

0404広報わかさ2026 年11月号広報わかさ2026 年11月号



若
桜
町
の
財
政
状
況

　

財
政
状
況
が
良
好
か
ど
う
か
を
示
す
判
断
基
準
に
、

財
政
健
全
化
判
断
比
率
（
４
分
類
）
と
資
金
不
足
比

率
が
あ
り
、
国
が
示
す
判
断
基
準
に
よ
り
、
町
の
財

政
状
況
や
各
会
計
の
経
営
状
況
を
判
断
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
令
和
７
年
度
決
算
に
基
づ
く
若
桜
町
の

財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、
こ
の
基
準
値
を
超
え
る
項

目
は
無
く
健
全
で
あ
る
と
言
え
ま
す
が
、
地
方
債
残

高
（
借
金
）
は
近
年
増
加
傾
向
に
あ
り
、今
後
も
一
層
、

無
駄
の
な
い
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

基
金
（
貯
金
）
残
高

　

基
金
条
例
に
基
づ
き
、
特
定
目
的
や
将
来
の
財
政

負
担
に
備
え
て
基
金
を
積
み
立
て
て
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
は
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
を
財
源
と

し
た
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
及
び
森
林
整
備
促
進
基
金

の
積
立
額
が
増
加
し
た
一
方
で
、
財
源
の
不
足
に
よ

り
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
す
な
ど
、
基
金
残
高
は

前
年
よ
り
約
１
億
７
，
４
０
０
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
大
規
模
災
害
や
税
収
減
な
ど
不
測
の
事

態
に
備
え
て
、
財
源
確
保
に
努
め
ま
す
。

▼
財
政
調
整
基
金　

�

自
治
体
に
お
け
る
年
度
間
の
財

源
の
不
均
衡
を
調
整
す
る
た
め

の
積
立
金

地
方
債
（
借
金
）
残
高

　

本
町
の
地
方
債
残
高
は
、
５
８
億
５
，
２
０
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
令
和
７
年
度
は
、
Ｉ
Ｐ
電
話
等

情
報
通
信
基
盤
施
設
更
新
事
業
（
６
，
９
２
０
万

円
）
や
若
桜
鉄
道
施
設
等
の
維
持
管
理
等
（
１
億
４
，

６
５
８
万
円
）
に
か
か
る
財
源
と
し
て
地
方
債
を
発

行
し
ま
し
た
。

　

前
年
度
と
比
較
す
る
と
約
２
，
１
０
０
万
円
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
公
共
施
設
の
改
修
経
費
な
ど
が
近

年
増
加
し
て
い
ま
す
。
今
後
施
設
の
統
廃
合
等
を
含

め
た
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、
元
利

償
還
金
へ
の
交
付
税
措
置
が
あ
る
有
利
な
地
方
債
を

活
用
し
、
将
来
負
担
の
軽
減
を
図
り
な
が
ら
事
業
を

推
進
し
ま
す
。

基金（貯金）現在高の推移
（一般会計と特別会計の合計）

10.00

9.73

19億
7,300万円

10.63

11.85

22億22億
4,800万円4,800万円

13.23

13.09

26億
3,200万円

12.98

12.42

25億
4,000万円

14.35

9.33

23億23億
6,800万円6,800万円

14.63

7.31

21億
9,400万円

… …

0

5

10

15

20

25

30

平成24 29 令和4 5 6 7

（億円）

（年度）特定目的基金等 財政調整基金

地方債（借金）現在高の推移
（一般会計と特別会計の合計）

21.49

30.85

52億
3,400万円

18.51

33.46

51億
9,700万円

17.57

41.80

59億
3,700万円

16.98

42.45

59億
4,300万円

16.87

41.86

58億
7,300万円

16.76

41.76

58億
5,200万円

… …

0

10

20

30

40

50

60

70

平成24 29 令和4 5 6 7

（億円）

（年度）特別会計・公営企業会計 一般会計

基金（貯金）現在高の推移
（一般会計と特別会計の合計）

10.00

9.73

19億
7,300万円

10.63

11.85

22億22億
4,800万円4,800万円

13.23

13.09

26億
3,200万円

12.98

12.42

25億
4,000万円

14.35

9.33

23億23億
6,800万円6,800万円

14.63

7.31

21億
9,400万円

… …

0

5

10

15

20

25

30

平成24 29 令和4 5 6 7

（億円）

（年度）特定目的基金等 財政調整基金

地方債（借金）現在高の推移
（一般会計と特別会計の合計）

21.49

30.85

52億
3,400万円

18.51

33.46

51億
9,700万円

17.57

41.80

59億
3,700万円

16.98

42.45

59億
4,300万円

16.87

41.86

58億
7,300万円

16.76

41.76

58億
5,200万円

… …

0

10

20

30

40

50

60

70

平成24 29 令和4 5 6 7

（億円）

（年度）特別会計・公営企業会計 一般会計

区　分 比　率 早期健全化基準 財政再生基準
実 質 赤 字 比 率 － 15％ 20％
連結実質赤字比率 － 20％ 30％
実質公債費比率 9.3 25％ 35％
将 来 負 担 比 率 22.0 350％

※赤字額、資金不足がない場合は、「－」で表記。
【用語説明】▶実質赤字比率／普通会計 (一般会計など )の赤字
比率。▶連結実質赤字比率／全会計の赤字割合を見る指標。▶
実質公債費比率／全会計に占める借入金返済額の割合を見る指
標。▶将来負担比率／普通会計が将来負担する実質的な負債(借
入金残高など )を見る指標。

公営企業会計 資金不足比率 経営健全化比率 ▶資金不足比
率／公営企業
会計の資金不
足の割合を見
る指標。

簡易水道事業
下水道事業
赤松団地造成事業
索道事業
新町団地事業

－ 20％
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　人
事
行
政
の
公
平
性
・
透
明
性
の
確
保

を
目
的
と
し
て
、前
年
度
の
人
事
行
政
の

運
営
状
況
を
一
般
に
公
表
し
て
い
ま
す
。232,000円

200,300円

令和6年度 令和7年度

7 3
800,000円
632,000円
592,000円
318,000円
237,000円
220,000円

1.725

1.775

3.45

1.725

1.775

3.45

1

19

3

20

7

9

5

4

68

9

9

1

1

3

5

82

1

18

3

19

7

8

4

4

64

9

9

1

1

3

5

78

0

1

0

1

0

1

1

0

4

0

0

0

0

0

0

4

306,954円 41.3 歳

（令和7年4月1日現在）

（令和７年4月1日現在）

（令和7年4月1日現在）

（令和７年）

全対象職員数とは、令和7年1月1日から令和7年12月31日
までの全期間を在職した職員に限り、当該期間の中途に採
用された者及び退職した者並びに当該期間中に育児休業、
休職の事由がある職員並びに派遣職員を除く。

（注1）

総付与日数とは、令和7年1月1日現在において各職員に付与
された日数（前年からの繰越分を含む）を全対象職員にわ
たって合計したもの。   

（注2）

2,690日 813日 64人 11.6日 30.2%

該当無し

該当無し

2

1

　

議 会

総 務

税 務

民 生

衛 生

農林水産

商 工

土 木

小 計

教 育

小 計

水 道

下 水 道

そ の 他

小 計

（支給割合）

（支給割合）

令
和
７
年
度

　若
桜
町
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13,000円

6,500円

5,000円

1.250月分

1.275月分

2.525月分

1.050月分

1.075月分

2.125月分

19.67月分

28.04月分

39.76月分

47.71月分

24.59月分

33.27月分

47.71月分

47.71月分

672千円

令和7年4月の支給実績

令和7年4月の支給実績

31,600

令和7年4月の支給実績

令和7年4月の支給実績

令和7年度の支給実績

※対象職員数が少なく、個人が特定されるおそ
　れがあるため、内容は伏せています。

令和7年度の支給割合 令和7年6月期の支給実績

33人 20,364円

540千円 52人 10,385円

635千円 19人 33,421円

1,078千円 33人 32,667円

60,805千円 83人 732,590円

* * * * * * * * *

通勤のため交通機関又は自動車などを使用して通勤している職員
（通勤距離が２km以上）に支給されます。

定期券などの価格により１月当たりの運賃等に相当する額

子
父母等

令和7年4月の支給実績

* * * * * *
①家賃が16,000円を
　超え27,000円まで

家賃の月額から16,000円を控除した額

②27,000円を超えるもの

* * *

自ら居住するため住宅(貸間を含む)を借り受け、月額16,000円を
超える家賃(使用料含む)を支払っている職員に支給されます。

住

　居

　手

　当

区　　分 支　　給　　額

家賃の月額から27,000円を控除した額
の1/2(1/2額が17,000円を超えるとき
は17,000円)を11,000円に加算した額

※対象職員数が少なく、個人が特定される
　おそれがあるため、内容は伏せています。
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令
和
７
年
度
の
町
税
等
の
収
納
実
績
を
と

り
ま
と
め
ま
し
た
。
町
税
収
入
は
、
町
財
政

を
支
え
る
根
幹
で
あ
り
、
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
で
自
主
財
源
の
確
保
と
税
負
担
の
公
平

性
を
保
つ
た
め
、
よ
り
一
層
、
収
納
及
び
滞

納
整
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後

も
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
町
県
民
税
（
個
人
）
に
つ
い
て
現

年
分
と
滞
納
繰
越
分
を
あ
わ
せ
た
収
納
率
の

順
位
が
、
若
桜
町
は
県
内
19
市
町
村
の
中
で

第
６
位
で
し
た
。

▼
納
期
内
納
税
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

納
め
て
い
た
だ
い
た
町
税
は
、
福
祉
・
保
健
・

教
育
・
消
防
や
様
々
な
ま
ち
づ
く
り
の
施
策
な

ど
町
が
行
う
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
に
欠
か
せ
な
い
自
主
財
源
と
し
て
、
わ
た

し
た
ち
の
身
近
な
暮
ら
し
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
制
度
・
介
護
保
険
制

度
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
財
源
は
、
保
険

税
（
料
）
と
公
費
な
ど
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
ま

す
。
保
険
税
（
料
）
を
納
め
て
、
み
ん
な
で
制

度
を
支
え
ま
し
ょ
う
。

▼
納
税
に
困
っ
た
ら
早
め
に
相
談
を

　

病
気
や
失
業
な
ど
に
よ
り
納
期
限
ま
で
の

納
付
に
お
困
り
の
方
な
ど
は
、
早
め
に
税
務

住
民
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
個
別
の
具
体

的
な
状
況
に
応
じ
て
、
納
税
の
猶
予
や
減
免

な
ど
の
制
度
を
ご
案
内
し
ま
す
。

令
和
７
年
度

町
税
等
の
収
納
実
績
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

お
問
い
合
わ
せ　
税
務
住
民
課　
☎（
82
）２
２
３
３　
IP
☎
９（
82
）２
２
３
３

（金額単位：千円）

税　目 現年度分 滞納繰越分 合計
収納率

前年度
収納率調定額 収納額 収納率 調定額 収納額 収納率

町民税（個人） 89,222 88,757 99.5% 1,258 381 30.3% 98.5% 98.5%
法 人 町 民 税 10,140 10,140 100.0% 　　　－ 　　　－ － 100.0% 100.0%
固 定 資 産 税 94,508         93,417 98.8% 7,281 275 3.8% 92.0% 92.6%
軽自動車税（種別割） 12,124 12,111 99.9% 69   22 31.9% 99.5% 99.3%
国民健康保険税 53,885 52,148 96.8% 6,203 466 7.5% 87.6% 89.9%
介 護 保 険 料 99,057 99,038 99.9%  104 76 　73.1% 99.9% 99.8%
後期高齢保険料 52,513 52,503 99.9% 　　23 　　0 0.0% 99.9% 99.9%
※収納額は還付未済金を除いた額

25

5

6

0

17

1

鳥取県職員人材開発センター研修

人権問題研修 

麒麟のまち圏域合同研修 

市町村職員中央研修所等研修

人権問題研修 

初任者研修

72人

84人

2.0

2.0
（ア）評価の時期　　　　３月
（イ）評価の対象人数　　82人

64

21

18

0

110

4

⑶　公務災害補償認定状況
⑷　勤務条件に関する措置の要求状況
⑸　不利益処分に関する不服申立の状況

（イ）令和7年度若桜町負担金決算額
　　　970 千円（職員一人当たり　11,825 円）

⑵　福利厚生事業の状況

⑵　職員の人事評価の状況

（注）庁内研修「人権問題研修」には、会計年度任用職員なども含まれています。

⑴　健康診断の状況

2 件
0 件
0 件

職員の研修及び人事評価に関する事項

（注）会計年度任用職員なども含まれています。
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お
問
い
合
わ
せ　
税
務
住
民
課　
☎（
82
）２
２
３
３　
IP
☎
９（
82
）２
２
３
３

　

全
国
の
母
子
世
帯
、
父
子
世

帯
及
び
養
育
者
世
帯
の
生
活
の

実
態
を
把
握
し
、
ひ
と
り
親
世

帯
等
に
対
す
る
福
祉
対
策
の
充

実
を
図
る
た
め
の
基
礎
資
料
を

得
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
令

和
８
年
度
全
国
ひ
と
り
親
世
帯

等
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
の
た
め
、
ご
自
宅
へ
調

査
員
が
訪
問
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

【
対
象
者
】

　

令
和
２
年
国
勢
調
査
の
調
査

区
か
ら
無
作
為
に
抽
出
さ
れ
た

調
査
地
区
に
居
住
し
て
い
る
母

子
世
帯
、
父
子
世
帯
及
び
養
育

者
世
帯

【
調
査
の
時
期
】

　

令
和
８
年
11
月
１
日
を
基
準

日
と
し
て
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

【
調
査
の
方
法
】

　

調
査
員
が
調
査
対
象
世
帯
の

ご
自
宅
を
訪
問
し
て
調
査
趣
旨

を
説
明
し
た
上
で
紙
の
調
査
票

及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
す
る
た

め
の
利
用
者
情
報
を
配
付
し
ま

す
。
た
だ
し
、
調
査
対
象
世
帯

が
不
在
等
の
場
合
は
、
ご
自
宅

の
ポ
ス
ト
に
投
函
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

調
査
票
の
回
収
に
つ
い
て
は
、

郵
送
、
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
調

査
シ
ス
テ
ム
で
の
回
答
に
よ
り

回
収
し
ま
す
。

令
和
８
年
度

全
国
ひ
と
り
親
世
帯
等
調
査
の
実
施
に
つ
い
て

お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　
☎（
82
）２
２
３
２　
Ｆ
Ａ
Ｘ
☎（
82
）０
１
３
４

　

M
ail

：fukushi@
tow

n.w
akasa.tottori.jp

そ
の
ご
み
大
丈
夫
で
す
か
？

家
庭
ご
み
の
分
別
と
出
し
方
に
つ
い
て

　

適
正
に
分
別
さ
れ
て
い
な
い
ご
み
が
原
因
で
、
ご
み
処
理
施
設
や
ご

み
収
集
車
の
火
災
や
作
業
者
の
ケ
ガ
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
回
収
で

き
な
い
ま
ま
ご
み
が
残
る
な
ど
の
事
象
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
分
別
と
出
し
方
に
つ
い
て
は
、
手
引
き
で
ご

確
認
の
う
え
、
適
切
な
分
別
や
ご
み
出
し
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

〇
主
な
事
象

・
在
宅
医
療
系
廃
棄
物
（
針
な
ど
が
あ
る
鋭
利
な
も
の
）
の
廃
棄

　

※�

収
集
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
購
入
先
や
専
門
業
者
な
ど
に
処
理
を
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。

・
特
定
家
電
（
テ
レ
ビ
や
エ
ア
コ
ン
な
ど
）
の
廃
棄

　

※�

解
体
し
て
も
回
収
で
き
ま
せ
ん
。
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
い

て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

・
充
電
式
電
池
等
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
へ
の
混
入

　

※�

分
別
で
き
な
い
場
合
は
「
有
害
ご
み
」、
分
別
で
き
る

　
　

場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
の
分
類
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
し
尿
等
の
廃
棄

　

※�
汚
物
は
ご
み
と
し
て
収
集
で
き
ま
せ
ん

　
　

の
で
、
家
庭
の
ト
イ
レ
で
処
理
し
て
く

　
　

だ
さ
い
。
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９
月
26
日
土

　

佳
子
内
親
王
殿
下
が
若
桜
町
を
ご
訪
問
さ
れ
、

若
桜
鉄
道
若
桜
駅
、
若
桜
民
工
芸
館
、
わ
か
さ
・

あ
す
な
ろ
を
ご
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

　

若
桜
駅
で
の
ご
視
察
に
先
立
ち
若
桜
味
工
房
で

は
、 「
わ
か
さ
29
工
房
」の
施
設
管
理
責
任
者
・
河

戸
建
樹
さ
ん
と
、
ヒ
ュ
ッ
テ
白
樺
の
森
岡
則
明
さ

ん
か
ら
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
等
へ
の
被
害

の
現
状
や
捕
獲
の
推
進
、「
わ
か
さ
29
工
房
」を
拠

点
と
し
た
ジ
ビ
エ
利
用
の
取
組
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
飲
食
店
や
食
育
で
の

活
用
な
ど
、
捕
獲
し
た
鳥
獣
の
命
を
あ
ま
す
こ
と

な
く
活
か
す
た
め
の
多
角
的
な
取
組
に
つ
い
て
も

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

若
桜
駅
で
は
、
Ｓ
Ｌ
に
ご
乗
車
に
な
り
、
汽
笛

も
鳴
ら
さ
れ
ま
し
た
。
運
転
席
か
ら
若
桜
の
ま
ち

を
眺
め
な
が
ら
、
鉄
道
の
魅
力
に
触
れ
ら
れ
ま
し

た
。

　

若
桜
民
工
芸
館
で
は
、
日
本
工
芸
会
の
総
裁
で

も
あ
る
佳
子
内
親
王
殿
下
が
、
ご
自
身
の
干
支
で

あ
る「
戌
」の
土
鈴
へ
の
絵
付
け
を
体
験
さ
れ
ま
し

た
。
鳥
取
県
伝
統
工
芸
士
の
大
坪
英
治
さ
ん
、
菊

江
さ
ん
ご
夫
妻
か
ら
土
鈴
の
制
作
工
程
や
絵
付
け

佳
子
内
親
王
殿
下
が
若
桜
町
を
ご
訪
問

佳
子
内
親
王
殿
下
が
若
桜
町
を
ご
訪
問

▲ご自身の干支「戌」の土鈴に絵付けをされる佳子内親王殿下 ▲SLにご乗車になる佳子内親王殿下

▲利用者の皆さんと一緒に壁面飾りを作成される佳子内親王殿下

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
筆
と
判
を

手
に
取
り
、
土
鈴
に
目
や
口
を
丁
寧
に
描
か
れ
ま

し
た
。
伝
統
工
芸
に
触
れ
な
が
ら
、
大
坪
ご
夫
妻

と
和
や
か
に
交
流
さ
れ
ま
し
た
。

　

わ
か
さ
・
あ
す
な
ろ
で
は
、
利
用
者
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
施
設
に
飾
る
壁
面
飾
り
を
作
成
さ
れ
ま

し
た
。
作
業
を
楽
し
ま
れ
な
が
ら
利
用
者
の
皆
さ

ん
と
親
し
く
交
流
さ
れ
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
温
か
な

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

お
見
送
り
の
際
に
、「
素
敵
な
ま
ち
で
す
ね
。」「
温

か
く
お
迎
え
く
だ
さ
っ
た
町
民
の
皆
様
に
よ
ろ
し

く
お
伝
え
く
だ
さ
い
。」と
上
川
町
長
に
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。

　

本
町
へ
の
皇
族
の
ご
訪
問
は
、
令
和
元
年
の
秋

篠
宮
皇
嗣
同
妃
両

殿
下
以
来
と
な
り

ま
す
。
今
回
の
ご

訪
問
は
、
若
桜
町

に
と
っ
て
大
変
喜

ば
し
く
、
心
に
残

る
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
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氷
ノ
山
自
然
ふ
れ
あ
い
館
響
の
森
を
主
会
場
と
し
て
、
わ
か
さ
氷
ノ
山
・

山
フ
ェ
ス
２
０
２
６
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

19
日
に
は
、
登
山
道
を
修
繕
す
る
た
め
の
資
材
の
荷
揚
げ
・
荷
下
げ
を
行

う
キ
ャ
リ
ー
ア
ッ
プ
・
ダ
ウ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
山
や
、
山
歩
き
を
楽
し
み

な
が
ら
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
体
験
す
る
コ
コ
ト
レ（C

O
C
O
 TREK

）が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
20
日
に
は
、
地
元
店
舗
も
多
数
出
店
し
た
山
カ
フ
ェ

＆
フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
鳥
取
城
北
高
校
吹
奏
楽

部
の
演
奏
、
キ
ャ
ン
プ
芸
人
と
ろ
サ
ー
モ
ン
村
田
秀
亮
さ
ん
に
よ
る
ト
ー
ク

ス
テ
ー
ジ
、
じ
ゃ
ん
ぐ
る
☆
じ
む
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
が
行
わ
れ
、
大

人
か
ら
子
ど
も
ま
で
、
約
１
，
４
０
０
人
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

�

（
経
済
産
業
課
）

９
月
19
日
土
・
20
日
日

わ
か
さ
氷
ノ
山
・
山
フ
ェ
ス
２
０
２
６

わ
か
さ
氷
ノ
山
・
山
フ
ェ
ス
２
０
２
６

▲山カフェ＆フードコーナー

▲じゃんぐる☆じむのコンサート

９
月
４
日
金

　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
９
月
の
認
知
症
月
間
に
合
わ
せ
、
映

画「
オ
レ
ン
ジ
・
ラ
ン
プ
」の
上
映
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
映
画
は
、
39
歳
で「
若
年
性
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
」と

診
断
さ
れ
た
、
丹
野
智
文
氏
の
実
話
に
基
づ
い
た
物
語
で
す
。

　

当
日
は
昼
の
部
・
夜
の
部
合
わ
せ
て
１
１
８
名
の
方
が
鑑
賞
さ
れ

ま
し
た
。
鑑
賞
者
か
ら
は「
認
知
症
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
。

皆
さ
ん
に
も
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」、「
抱
え
込
ま
な
い
で
周
囲
に
協

力
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
」、「
困
っ
て
い
る
人
に
手
を
差
し
伸

べ
ら
れ
る
人
で
あ
り
た
い
、
そ
ん
な
地
域
で
あ
っ
て
欲
し
い
」、「
こ

れ
か
ら
の
生
き
る
力
が
湧
き
ま
し
た
」な
ど
、
様
々
な
感
想
を
頂
き
ま

し
た
。

　

認
知
症
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
た
い
方
や
認
知
症
の
事
で
お
困

り
の
方
は
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
８
２
―
２
２
０
９
）ま
で
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。�

（
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

映
画
『
オ
レ
ン
ジ
・
ラ
ン
プ
』
を

映
画
『
オ
レ
ン
ジ
・
ラ
ン
プ
』
を

　
　
　
　
　
　
　
　
上
映
し
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
上
映
し
ま
し
た

▲昼の部（若桜町公民館）
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９
月
22
日
・
23
日
の
２
日
間
、
旧
池
田
小
学
校
を
会
場
に
、
ま
ち
づ
く
り
有

志
の
会
に
よ
る
第
２
回
お
ば
け
屋
敷『
か
か
し
小
学
校
』を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
お
ば
け
屋
敷
は
、「
か
か
し
様
」を
呼
び
出
し
て
し
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち

が
、
名
前
の
一
部
を
奪
わ
れ
、
か
か
し
に
さ
れ

て
し
ま
う
と
い
う
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ト
ー
リ
ー
と

な
っ
て
お
り
、
参
加
者
は
出
席
簿
を
手
に
校

舎
を
巡
り
、
隠
さ
れ
た
文
字
を
探
し
な
が
ら

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
開
催
を
踏
ま
え
て
会
場
内
の
演

出
も
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
、
旧
校
舎
を

活
か
し
た
様
々
な
仕
掛
け
に
、
校
舎
の
あ
ち

こ
ち
か
ら
驚
き
の
声
や
悲
鳴
、
笑
い
声
が
聞

こ
え
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
多
く
の
方
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
昨
年
の
反
省
を
活
か
し
て

事
前
予
約
制
を
導
入
し
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に

来
場
者
を
ご
案
内
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、

２
日
間
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
来
場

い
た
だ
き
、
大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し

た
。

　

ま
ち
づ
く
り
有
志
の
会
は
令
和
５
年
に
地

域
住
民
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
、

町
の
人
材
育
成
事
業
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
を
盛
り
上
げ

る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

�

（
企
画
政
策
課
）

９
月
22
日
火
・
23
日
水

第
２
回
お
ば
け
屋
敷
『
か
か
し
小
学
校
』
開
校
！

第
２
回
お
ば
け
屋
敷
『
か
か
し
小
学
校
』
開
校
！

▲多くの参加者に来場いただきました▲おばけ屋敷を楽しむ参加者

９
月
21
日
月
・
祝

　

氷
ノ
山
の
グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン（
冬
季
以
外
）の
活
用
の
一
環
と
し

て
、
今
年
初
め
て
、
樹
氷
ス
ノ
ー
ピ
ア
ゲ
レ
ン
デ
で
氷
ノ
山
グ
リ
ー
ン

フ
ェ
ス
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

町
内
外
の
７
組
が
バ
ン
ド
演
奏
や
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
、
傘
踊
り
や

よ
さ
こ
い
を
披
露
し
、
ま
た
県
内
外
11
店
舗
が
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ

自
慢
の
肉
グ
ル
メ
な
ど
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
朝
か
ら
あ
い
に
く
の
雨
と
な
り
ま
し
た
が
、
開
演
前
か
ら
観

客
が
集
ま
り
、
お
目
当
て
の
出
演
者
の
演
奏
や
踊
り
に
体
で
リ
ズ
ム
を

と
っ
た
り
、
色
々
な
店
舗
を
回
り
な
が
ら
料
理
に
舌
鼓
を
打
っ
た
り
し

て
い
ま
し
た
。

　

氷
ノ
山
の
自
然
と
、
出
演
者
の
皆
さ
ん
に
よ
る
熱
気
あ
ふ
れ
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
お
い
し
い
料
理
な
ど
、
想
い
出
に
残
る
１
日
と
な
り

ま
し
た
。�
（
経
済
産
業
課
）

氷
ノ
山
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス

▲トリを務めたバンド「かりゆし29」

▲肉グルメを買い求める来場者
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９
月
23
日
水

　

若
桜
町
公
民
館
池
田
分
館
に
て
、
若
桜
町
ふ
る
さ
と
観
光
大
使
の

落
語
家「
桂
ま
ん
我
」さ
ん
と「
揚
野
バ
ン
リ
」さ
ん
を
招
い
て
の
池
田

寄
席
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
で
５
回
目
の
開
催
で
、
桂
ま
ん
我
さ
ん
の
古
典
落
語
で
は
、
お

話
の
情
景
が
浮
か
ん
で
く
る

よ
う
な
巧
み
な
話
芸
に
思
わ

ず
感
心
の
声
が
あ
が
り
、
揚

野
バ
ン
リ
さ
ん
の
ジ
ャ
グ
リ

ン
グ
披
露
で
は
、
お
客
さ
ん

に
も
参
加
し
て
も
ら
っ
て
大

き
な
拍
手
が
湧
き
あ
が
り

ま
し
た
。

　

池
田
を
も
り
あ
げ
る
会

は
池
田
地
区
の
有
志
に

よ
っ
て
令
和
４
年
10
月
に

結
成
さ
れ
ま
し
た
。
町
の

人
材
育
成
事
業
を
活
用
し

て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

こ
れ
か
ら
も
池
田
地
区
を

も
り
あ
げ
る
取
り
組
み
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

�

　
　
（
企
画
政
策
課
）

池池い
け
い
け

田田だだ

寄寄よよ

席席せせ

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

▲�桂まん我さん▲揚野バンリさん

９
月
27
日
日

　
「
吉
川
Ｙ
Ｙ
Ｃ
」と「
因
幡
地
区
郵
便
グ
ル
ー
プ
」の
協
働
作
業
に
よ
り
、

吉
川
の
山
蔭
ほ
場
に
鳥
獣
害
防
止
柵
２
８
０
ｍ
の
設
置
を
行
い
ま
し
た
。

遊
休
農
地
６
，
２
０
３
㎡
の
有
効
活
用
と「
吉
川
そ
ば
」の
生
産
に
取
組

農
業
・
農
村
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
、
一
緒
に
取
組
み
ま
し
た
。

　

今
後
、
収
穫
し
た「
吉
川
そ
ば
」を
活
用
し
た
交
流
や「
そ
ば
打
ち
体

験
」、
特
産
品
開
発
検
討
等
、
中
山
間
地
の
農
村
と
企
業
の
共
同
活
動

を
行
い
ま
す
。

�

（
経
済
産
業
課
）

遊
休
農
地
再
生
に
向
け
て

～
と
っ
と
り
共
生
の
里
（
吉
川
地
区
）
～

▲開会式（90名が参集）

▲鳥獣害防止柵の設置（280ｍ）

慰労会

▲
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若
桜
町
と
千
代
川
漁
協
若
桜
支
部
の
共
催
で
、
八
東
川
へ
渓
流
魚
の

放
流
を
行
い
ま
し
た
。
初
め
に
、
庄
ノ
瀬
に
て
式
典
放
流
を
行
い
、
わ

か
さ
こ
ど
も
園
の
年
長
園
児
２
名
が
ヤ
マ
メ
を
放
流
し
ま
し
た
。
園
児

た
ち
は
ヤ
マ
メ
の
稚
魚
に
興
味
津
々
で
、
魚
に
触
れ
て
み
た
り
し
な
が

ら
放
流
し
、
元
気
に
泳
い
で
い
く
ヤ
マ
メ
を
、「
大
き
く
な
～
れ
！
」と

見
送
り
ま
し
た
。
放
流
式
典
後
は
、
千
代
川
漁
協
若
桜
支
部
の
組
合
員

に
よ
り
、
町
内
の
八
東
川
本
流
や
各
支
流
へ
８
，
８
０
０
匹
の
ヤ
マ
メ

と
イ
ワ
ナ
の
稚
魚
を
放
流
し
ま
し
た
。

　

こ
の
放
流
は「
鳥
取
県
魚
の
豊
か
な
川
づ
く
り
基
金
」の
助
成
を
受
け

実
施
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
基
金
を
活
用
し
た
放
流
を
通
じ
て
、

町
で
は
子
ど
も
た
ち
へ

魚
に
親
し
む
機
会
の
提

供
、
水
産
資
源
の
保
護

に
取
り
組
む
ほ
か
、
釣

客
等
の
集
客
に
よ
る
清

流
の
ま
ち
若
桜
の
Ｐ
Ｒ

を
行
っ
て
い
ま
す
。

�

（
経
済
産
業
課
）

▲�上川町長（左）、千代川漁協若桜支部組合員（園児隣）と一緒に
ヤマメを放流するこども園年長園児（中央）

10
月
１
日
木

ヤ
マ
メ
・
イ
ワ
ナ
の
放
流
を
行
い
ま
し
た
！

▲�働く車鬼集合ブース

▲�多くの来場者で賑わった会場

10
月
４
日
日

第
21
回
因
州
若
桜
鬼
っ
こ
ま
つ
り
開
催

　

若
桜
駅
前
を
会
場
に
、
第
21
回
因
州
若
桜
鬼
っ
こ
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
若
桜
町
や
県
内
を
中
心
に
活
動
す
る
出
演
者
に
よ
る
ス

テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
、
バ
ザ
ー
出
店
を
中
心
に
鬼
っ
こ
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
に
ド
ラ
え
も
ん
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、

そ
し
て
働
く
車
鬼
集
合
企
画
を
実
施
し
、
お
子
様
か
ら
大
人
ま
で
町
内

外
か
ら
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
と
て
も
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

会
場
全
体
で「
鬼
」の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
、
来
場
者
の
皆
様
に
よ
り
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
鬼
っ
子
顔
出
し
パ
ネ
ル
や
鬼
の
門
の
設
置
、

バ
ザ
ー
出
店
者
の
方
に
鬼
の
お
面
を
付
け
た
り
飾
っ
た
り
し
て
も
ら
う

な
ど
、
会
場
全
体
を
鬼
一
色
で
彩
り
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
雨
の
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
沢
山
の
方
が
来

場
さ
れ
、
会
場

全
体
が
温
か
い

空
気
の
な
か
、

和
や
か
に
お

祭
り
は
進
み
、

鬼
っ
こ
ま
つ

り
恒
例
の
富
く

じ
・
鬼
餅
ま
き

で
締
め
く
く
る

若
桜
ら
し
い
イ

ベ
ン
ト
と
な
り

ま
し
た
。

（
経
済
産
業
課
）
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東
京
都
武
蔵
野
市
に
、
若
桜
町
有
林
か
ら
創
出
さ
れ
た「
Ｊ
︲
ク
レ

ジ
ッ
ト
」90t-C

o2
を
購
入
し
て
い
た
だ
き
、
上
川
町
長
が
武
蔵
野
市

役
所
を
訪
問
し
購
入
証
書
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
武
蔵
野
市
が
購
入
第
一

号
と
な
り
ま
す
。

　
「
Ｊ
︲
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
」と
は
、
森
林
管
理
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備

の
導
入
等
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
吸
収
・
削
減
量
を
国
が
ク
レ
ジ
ッ

ト
と
し
て
認
証
す
る
制
度
で
す
。

　

森
林
資
源
が
豊
富
な
本
町
で
は
、
森
林
の
適
切
な
管
理
を
通
じ
て
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
吸
収
や
森
林
の
持
つ
多
面
的
な
機
能
の
維
持
・
向
上

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
、
武
蔵
野
市
に「
Ｊ
︲
ク
レ
ジ
ッ
ト
」を

購
入
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
本
町
の
森
林
資
源
の
価
値
を
活
か
す

と
と
も
に
、
自
治
体
間
の
連
携
に
よ
る
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け

た
大
切
な
取
組
と
な
り

ま
す
。

　

今
後
も
森
林
資
源
を

活
用
し
た
環
境
保
全
と

地
球
温
暖
化
対
策
を
推

進
し
、
脱
炭
素
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

�

（
企
画
政
策
課
）

10
月
９
日
金

武
蔵
野
市
に
「
若
桜
町
有
林
Ｊ

-

ク
レ
ジ
ッ
ト
」

を
ご
購
入
い
た
だ
き
ま
し
た

▲�武蔵野市役所で萩野副市長に購入証書を手渡す上川町長

　

９
月
に
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
大
久
保
泰
子
さ
ん（
諸
鹿
）に
９
月
14

日
、
町
か
ら
長
寿
祝
金
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

大
久
保
さ
ん
は
お
花
が
と
て
も
お
好
き
と
の
こ
と
で
、
お
祝
い
の

花
束
を
お
渡
し
し
た
と
こ
ろ
、
大
切
そ
う
に
胸
に
抱
い
て
喜
ん
で
お

ら
れ
ま
し
た
。
数
年
前
ま
で
は
畑
仕
事
も
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
、
ご

近
所
の
方
と
お
話
を
さ
れ
る
等
、
住
み
慣
れ
た
諸
鹿
で
の
暮
ら
し
を

楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
保
健
課
）

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

▶大久保さん（右から二人目）　ご親族、町長と
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シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー
ク
の
９
月
20
日
、
く

ま
川
鉄
道
（
熊
本
県
人
吉
市
）
の
全
線
運

行
再
開
の
記
念
式
典
に
、
若
桜
鉄
道
社
長

と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。
く
ま
川
鉄
道

は
人
吉
温
泉
駅
―
湯
前
駅
間
24
．
８
㎞

を
走
る
三
セ
ク
鉄
道
で
す
。
令
和
２
年

７
月
の
集
中
豪
雨
で
沿
線
の
球
磨
川
が

氾
濫
、
営
業
車
両
５
両
が
全
て
水
没
し
、

橋
梁
が
流
さ
れ
る
な
ど
、
甚
大
な
被
害
で

全
面
運
休
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
一

部
区
間
で
運
行
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
が
、

代
替
バ
ス
で
の
運
行
が
続
き
、
流
失
し
た

球
磨
川
第
四
橋
梁
の
再
建
に
合
わ
せ
、
６

年
２
ヵ
月
ぶ
り
に
全
線
で
運
行
再
開
を

遂
げ
た
も
の
で
す
。
復
興
へ
の
道
の
り

は
想
像
を
絶
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
陰
の
立
役
者
と
し
て
、
過
分

に
も
若
桜
鉄
道
も
ご
招
待
い
た
だ
い
た

の
で
す
。

　

若
桜
鉄
道
で
は
、
発
災
直
後
に
車
両
係

長
の
谷
口
剛
史
さ
ん
（
新
町
）
を
現
地
に

派
遣
。
谷
口
係
長
は
車
に
発
電
機
な
ど

必
要
な
機
材
・
部
品
を
積
ん
で
単
身
熊

本
入
り
し
、
エ
ン
ジ
ン
浸
水
や
車
軸
の
錆

へ
の
対
処
な
ど
、
炎
天
下
で
５
日
間
応
急

処
置
を
行
っ
た
結
果
、
１
両
の
エ
ン
ジ
ン

が
息
を
吹
き
返
し
、
復
興
へ
の
希
望
の
光

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
３
月
に
Ｊ
Ｒ
九
州
の

Ｓ
Ｌ
人
吉
号
（
８
６
２
０
形
）
が
営
業
運

転
を
引
退
し
ま
し
た
。
こ
の
車
両
は
、
熊

本
市
か
ら
人
吉
・
球
磨
の
温
泉
地
へ
長

年
多
く
の
観
光
客
を
送
り
込
み
、「
ハ
チ

ロ
ク
」
の
名
で
親
し
ま
れ
ま
し
た
。
車
両

は
人
吉
市
に
無
償
譲
渡
さ
れ
、
人
吉
駅
の

広
場
に
里
帰
り
し
ま
し
た
が
、「
復
興
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
何
と
か
動
か
し
た
い
」

と
い
う
人
吉
市
の
熱
意
に
応
え
た
の
も
、

谷
口
係
長
で
し
た
。
若
桜
鉄
道
で
Ｓ
Ｌ

（
Ｃ
１
２
形
）
を
圧
縮
空
気
で
動
か
し
た

動
態
保
存
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
全
面
的
に
提

供
し
、
改
造
工
事
を
主
導
し
て
こ
れ
を
実

現
、
昨
年
11
月
に
盛
大
に
お
披
露
目
さ
れ

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
く
ま
川
鉄
道
は
、
復
興
に
向

け
て
、
若
桜
鉄
道
が
全
国
で
初
め
て
導

入
し
た
上
下
分
離
方
式
（
沿
線
自
治
体

が
施
設
を
保
有
し
鉄
道
会
社
が
運
行
を

行
う
方
式
）
に
も
着
目
、
令
和
５
年
７
月

に
松
岡
隼
人
会
長
（
人
吉
市
長
）
と
永
江

友
二
社
長
が
視
察
に
来
町
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
検
討
を
重
ね
ら
れ
、
人
吉
市
を
中

心
に
沿
線
の
１
市
９
町
村
で
鉄
道
施
設

を
管
理
す
る
「
一
般
社
団
法
人
く
ま
川

鉄
道
管
理
機
構
」
を
設
立
し
、
こ
の
た
び

の
全
線
運
行
再
開
に
合
わ
せ
て
上
下
分

離
方
式
へ
移
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
復
興
に
多
少
な
り
と
も
関

わ
ら
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
は
、
光
栄
な

こ
と
で
も
あ
り
、
と
も
に
再
出
発
を
お
祝

い
し
た
い
と
式
典
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
人
吉
駅
の
ホ
ー
ム
で
晴
れ
や

か
に
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
特

別
列
車
が
運
行
し
、
沿
線
の
各
駅
で
は

式
典
が
営
ま
れ
、
園
児
の
踊
り
、
高
校
生

の
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
勇
壮
な
太

鼓
な
ど
が
花
を
添
え
ま
し
た
。
沿
線
で

は
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
多
く
の
住
民
が
手

を
振
っ
た
り
、
準
備
し
た
お
祝
い
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
掲
げ
る
な
ど
、
鉄
道
復
活
の
喜

び
を
は
ち
切
れ
ん
ば
か
り
に
表
現
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

式
典
後
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は
、
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
で
司
会
者
か
ら
登
壇
を
求
め

ら
れ
た
谷
口
係
長
が
、
地
元
の
方
々
か
ら

大
き
な
拍
手
で
迎
え
ら
れ
、
復
興
の
喜
び

を
永
江
社
長
と
語
り
合
い
ま
し
た
。
そ

の
あ
と
、
会
場
で
Ｓ
Ｌ
人
吉
号
を
自
ら
運

転
し
て
鉄
道
の
新
た
な
船
出
を
祝
福
し
、

ひ
と
き
わ
大
き
な
喝
采
を
浴
び
て
い
ま

し
た
。
私
も
大
変
誇
ら
し
く
、
光
栄
に
感

じ
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。

　

祝
賀
ム
ー
ド
の
中
、
松
岡
会
長
が
「
こ

れ
か
ら
住
民
の
マ
イ
レ
ー
ル
意
識
を
ど

う
醸
成
す
る
か
が
課
題
で
す
」
と
、
気
を

引
き
締
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ

は
若
桜
鉄
道
に
も
共
通
す
る
課
題
で
す
。

地
域
と
と
も
に
あ
る
鉄
道
。
そ
ん
な
鉄

道
の
大
き
な
価
値
を
再
認
識
し
た
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

町長発！〝がんばるトーク〟
町長　上川 元張

▲お祝いのメッセージを掲げる沿線住民
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わ
か
さ
こ
ど
も
園
で
は
、
満
３
歳
（
年
度
の
４
月
１
日
現
在
）

か
ら
就
学
前
の
お
子
さ
ん
の
ほ
か
、
保
護
者
が
仕
事
や
病
気
に

よ
り
家
庭
で
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
生
後
６
か
月
か
ら
就

学
前
の
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
９
年
４
月
以
降
に
入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
期
間
内
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
対　
　

象
】�

令
和
９
年
４
月
に
入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
及
び

途
中
入
園
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方

【
受
付
期
間
】
11
月
２
日
（
月
）
～
11
月
30
日
（
月
）

【
受
付
場
所
】
わ
か
さ
こ
ど
も
園
ま
た
は
役
場
税
務
住
民
課

【
必
要
書
類
】
※�

こ
ど
も
園
ま
た
は
税
務
住
民
課
で
お
受
け
取
り
く

だ
さ
い

　

・
支
給
認
定
申
請
書
兼
入
園
申
込
書

　

・�

保
育
が
必
要
な
場
合
は
、
必
要
で

あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

　
　
（
例
：�

就
労
証
明
書
、
診
断
書
、
求

職
状
況
の
わ
か
る
も
の
等
）

　

・
そ
の
他
個
別
に
必
要
な
書
類

お
問
い
合
わ
せ

　
わ
か
さ
こ
ど
も
園　
☎（
82
）０
０
１
１　
Ｉ
Ｐ
☎
９（
82
）０
０
１
１

　
役
場
税
務
住
民
課　
☎（
82
）２
２
３
３　
Ｉ
Ｐ
☎
９（
82
）２
２
３
３

令
和
９
年
度

　
わ
か
さ
こ
ど
も
園
新
規
入
園

　
申
し
込
み
の
受
付
を
開
始
し
ま
す

ポイント還元率1.45％！現金でのお買物よりお得です！
　※電子マネーとポイントには有効期限があります。
　　�電子マネーはチャージ、ポイントは付与された日から、それぞれ３年度の間は有効です。
　　�お買物の際のレシートに有効期限が印字されますので、期限までにご利用ください。

おにっこおにっこＰａｙＰａｙスタートキャンペーン終了スタートキャンペーン終了
たくさんのご利用ありがとうございましたたくさんのご利用ありがとうございました

おにっこＰａｙでお買物をもっとお得に！
電子マネーのチャージとお買物でポイントが貯まります

　若桜町デジタル地域通貨『おにっこ Pay』の運用開始に伴い、町民の皆さま 1人あたり 15,000　若桜町デジタル地域通貨『おにっこ Pay』の運用開始に伴い、町民の皆さま 1人あたり 15,000
ポイントを付与した「おにっこ Pay スタートキャンペーン」が９月末で終了しました。ポイントを付与した「おにっこ Pay スタートキャンペーン」が９月末で終了しました。
　本キャンペーンでは、総額 3,849 万ポイントを付与し、その内 3,659 万 6,769 ポイントが利用さ　本キャンペーンでは、総額 3,849 万ポイントを付与し、その内 3,659 万 6,769 ポイントが利用さ
れました。利用率は 95.1% となり、多くの皆さまにご利用いただきました。れました。利用率は 95.1% となり、多くの皆さまにご利用いただきました。
　町民の皆さまのご利用、そして町内加盟店の皆さまのご協力に心より感謝いたします。　町民の皆さまのご利用、そして町内加盟店の皆さまのご協力に心より感謝いたします。
　今後も、『おにっこ Pay』を通じて町内のお店を応援し、地域のにぎわいづくりにつなげていき　今後も、『おにっこ Pay』を通じて町内のお店を応援し、地域のにぎわいづくりにつなげていき
ましょう !ましょう !

　若桜町デジタル地域通貨『おにっこPay』は、電子マネーのチャージとお買物でポイントが貯まり　若桜町デジタル地域通貨『おにっこPay』は、電子マネーのチャージとお買物でポイントが貯まり
ます。ポイントは1ポイント=1円で、加盟店でのお買物に利用できます。ます。ポイントは1ポイント=1円で、加盟店でのお買物に利用できます。
①電子マネーチャージでお得!①電子マネーチャージでお得!
　電子マネーチャージ金額の1%分のポイントが付与されます。　電子マネーチャージ金額の1%分のポイントが付与されます。
　例えば、10,000円のチャージで100ポイントが付与されます。　例えば、10,000円のチャージで100ポイントが付与されます。
②電子マネーのお買物でお得!②電子マネーのお買物でお得!
　電子マネーでのお買物220円につき1ポイントが付与されます。　電子マネーでのお買物220円につき1ポイントが付与されます。
　例えば、10,000円のお買物で45ポイントが付与されます。　例えば、10,000円のお買物で45ポイントが付与されます。
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お問い合わせ　
カードの発行、行政ポイントに関すること
　企画政策課　☎（82）２２３１
電子マネー、ポイント、加盟店に関すること
　若桜町商工会☎（82）１８１１



　

松
本
先
生⇒

松　

担
当
者⇒

担

担
：�

若
桜
町
を
舞
台
と
し
た
作
品
を
執
筆
し
よ

う
と
思
わ
れ
た
き
っ
か
け
や
若
桜
町
の
印

象
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

松
：�　

３
年
ほ
ど
前
に
雑
誌『
さ
ん
い
ん
キ
ラ
リ
』

の
取
材
で
若
桜
町
を
訪
れ
た
際
、
宿
内
の

町
並
み
や
岩
屋
堂
を
案
内
し
て
も
ら
っ
て
、

と
て
も
魅
力
的
な
町
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

小
説
の
舞
台
に
な
る
な
あ
と
思
っ
た
り
し

て
い
た
の
で
、
上
川
町
長
さ
ん
か
ら
お
話

を
い
た
だ
い
た
と
き
は
「
え
、ほ
ん
と
に
？
」

と
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
た
だ
、
小
説
は

地
味
な
も
の
で
す
し
、
地
域
振
興
の
お
役

に
は
立
て
な
い
と
思
っ
て
迷
い
が
あ
っ
た

の
で
す
が
、「
松
本
さ
ん
が
若
桜
を
ど
う
描

か
れ
る
か
、
そ
れ
を
読
ん
で
み
た
い
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
と
て
も

有
難
く
、
喜
ん
で
お
受
け
し
ま
し
た
。

担
：�

様
々
な
案
が
あ
っ
た
中
、
最
終
的
に
戦
国

時
代
の
若
桜
鬼
ヶ
城
を
舞
台
に
選
ん
だ
理

由
は
何
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
？

松
：�　

鬼
ヶ
城
を
モ
チ
ー
フ
（
題
材
）
に
選
ん

だ
の
は
、
若
桜
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
こ

と
と
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
物
語
が
書
け

そ
う
だ
と
思
っ
た
か
ら
で
し
た
。
初
め
は

現
代
と
つ
な
げ
ら
れ
な
い
か
と
か
、
若
桜

鉄
道
を
組
み
込
め
な
い
か
と
か
、
い
ろ
い

ろ
考
え
た
の
で
す
が
、
や
は
り
あ
る
程
度

は
史
実
に
沿
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
、

戦
国
時
代
末
期
を
舞
台
に
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

担
：�

こ
れ
ま
で
取
材
す
る
中
で
苦
労
し
た
点
は

あ
り
ま
し
た
か
。

松
：�　

私
は
米
子
市
に
住
ん
で
い
て
、
若
桜
町

の
こ
と
も
鬼
ヶ
城
の
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
知

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
執
筆
前
に
５

日
間
若
桜
町
に
滞
在
し
、
と
に
か
く
あ
ち

こ
ち
見
て
回
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
鬼
ヶ

城
に
も
三
回
ほ
ど
歩
い
て
登
り
ま
し
た
。

一
度
は
登
り
始
め
た
ら
雨
が
降
り
出
し
、

傘
を
さ
す
と
足
元
が
危
な
い
の
で
だ
い
ぶ

濡
れ
ま
し
た
。

　
　

�　

そ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
本
や
資
料
を
読
み
、

構
想
を
練
っ
て
書
き
始
め
た
の
で
す
が
、

苦
労
し
た
の
は
、
今
か
ら
四
百
数
十
年
前

の
暮
ら
し
を
描
く
と
こ
ろ
。
何
を
着
て
ど

ん
な
も
の
を
食
べ
、
ど
う
い
う
生
活
を
し

て
い
た
か
―
―
庶
民
に
関
す
る
歴
史
研
究

は
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
江
戸
時
代
以

前
は
ま
だ
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い

で
す
。
城
郭
に
つ
い
て
も
無
知
だ
っ
た
の

で
、
教
育
委
員
会
の
津
川
さ
ん
や
鳥
取
市

教
育
委
員
会
の
方
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
　

�　

あ
と
、
若
桜
弁
と
い
い
ま
す
か
、
方
言

も
よ
く
わ
か
ら
な
く
て
、
書
い
て
い
る
間

ず
っ
と
不
安
で
し
た
。
お
か
し
な
こ
と
を

書
い
て
い
た
ら
す
み
ま
せ
ん
。

担
：�

大
ま
か
な
あ
ら
す
じ
を
教
え
て
い
た
だ
け

ま
す
か
。
あ
、
ネ
タ
バ
レ
を
し
な
い
程
度

で
お
願
い
し
ま
す
（
笑
）

松
：�　
物
語
は
14
歳
の
少
女
・
八
知
（
や
ち
）
が
、

但
馬
か
ら
氷
ノ
山
を
越
え
て
若
桜
に
逃
げ

て
く
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
過
酷

な
出
来
事
に
よ
っ
て
生
き
る
気
力
を
失
い

か
け
て
い
た
八
知
で
す
が
、
一
緒
に
逃
げ

て
き
た
白
鷹
（
は
く
た
か
）
や
助
け
て
く

れ
た
信
九
郎
、
若
桜
の
人
々
に
よ
っ
て
生

き
る
力
を
取
り
戻
し
、「
百
姓
の
国
」
を
つ

く
り
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
　

�　
「
百
姓
の
国
」
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
尼
子

軍
が
去
っ
た
あ
と
の
約
４
年
間
、
鬼
ヶ
城

に
は
毛
利
の
城
番
し
か
お
ら
ず
、
そ
の
間

の
記
録
も
な
い
こ
と
か
ら
思
い
つ
き
ま
し

た
。
も
と
も
と
戦
国
武
将
よ
り
も
庶
民
の

暮
ら
し
に
興
味
関
心
が
あ
っ
た
の
で
、
百

姓
（
庶
民
）
の
側
か
ら
戦
国
時
代
を
書
い

て
み
た
い
と
思
っ
た
の
と
、
弱
い
立
場
の

人
た
ち
が
力
を
合
わ
せ
る
と
い
う
の
は
、

明
治
時
代
の
大
火
後
に
宿
場
の
町
並
み

を
再
建
し
た
こ
と
や
、
今
の
若
桜
町
の
風

土
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
た
か
ら
で
し
た
。

　
　

�　

時
代
は
羽
柴
秀
吉
が
因
幡
攻
め
を
行
い
、

全
国
統
一
に
向
か
う
戦
国
末
期
。
戦
や
飢

え
、
疫
病
に
苦
し
み
な
が
ら
も
、
八
知
や

　

若
桜
町
を
舞
台
と
し
た
小
説
【
草
ひ
か
る　

Ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ 
ｏ
ｎ　

若
桜
鬼
ヶ
城
】
が
こ

の
た
び
11
月
６
日
（
金
）
に
発
売
さ
れ
る

運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
著
者
で
あ
る
松
本
薫
先
生
に
小

説
の
執
筆
に
至
っ
た
経
緯
や
作
品
に
込
め

た
思
い
、
若
桜
町
を
舞
台
に
描
く
こ
と
へ
の

思
い
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

小
説
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

「
草
ひ
か
る
Ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ 

ｏ
ｎ
若
桜
鬼
ヶ
城
」
発
売
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▲�上川町長へ作品の思いについて語られている
　松本先生の様子

若
桜
の
人
々
は
よ
り
よ
い
暮
ら
し
を
求
め

て
奮
闘
し
、前
を
向
い
て
生
き
て
い
き
ま
す
。

担
：�「
草
ひ
か
る　
Ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ 

ｏ
ｎ 

若
桜
鬼
ヶ

城
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
込
め
ら
れ
た
思

い
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

松
：��　

タ
イ
ト
ル
は
３
分
の
２
く
ら
い
書
い
た

あ
た
り
か
ら
考
え
る
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、
今
回
は
秋
に
な
っ
て
空
気
が
ひ
ん
や

り
す
る
頃
、
草
や
木
の
葉
に
降
り
た
朝
露

が
白
く
光
っ
て
い
る
情
景
が
思
い
浮
か
び
、

そ
れ
を
タ
イ
ト
ル
に
し
ま
し
た
。「
草
」
に

は
、
地
に
根
を
張
っ
て
た
く
ま
し
く
生
き

る
者
の
姿
を
重
ね
て
い
ま
す
。「
ひ
か
る
」

と
ひ
ら
が
な
に
し
た
の
は
、
柔
ら
か
さ
を

出
し
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。
同
じ
よ
う
な

意
図
で
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
も
「
Ｓ
ｔ
о

ｒ
ｙ 

о
ｎ 

若
桜
鬼
ヶ
城
」
と
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
を
入
れ
て
い
ま
す
。

担
：�

松
本
先
生
が
草
ひ
か
る
を
通
し
て
読
者
に

伝
え
た
か
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

松
：�　

戦
と
い
う
も
の
が
、
い
か
に
多
く
の
悲

し
み
や
苦
し
み
を
生
み
出
す
か
と
い
う
こ

と
、
助
け
合
う
こ
と
の
意
味
、
そ
し
て
生

き
る
こ
と
の
大
切
さ
が
伝
わ
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
　

�　

小
説
の
中
で
、
白
鷹
が
八
知
に
「
生
き

る
こ
と
だ
け
が
真
実
だ
」
と
言
う
場
面
が

あ
り
ま
す
が
、
死
が
身
近
に
あ
っ
た
戦
国

時
代
だ
け
で
な
く
、
現
代
も
同
じ
だ
と
思

い
ま
す
。

　
　

�　

今
も
世
界
の
各
地
で
戦
争
や
虐
殺
が
続

き
、
命
を
脅
か
さ
れ
る
人
た
ち
が
大
勢
い

ま
す
。
戦
（
戦
争
）
な
き
世
を
強
く
願
い

ま
す
し
、
厳
し
い
時
代
の
中
で
も
、
い
え

厳
し
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、「
ひ
か
り
」
を

求
め
て
奮
闘
し
た
主
人
公
た
ち
の
姿
が
伝

わ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
過
去
の

営
み
の
続
き
に
今
の
暮
ら
し
が
あ
り
、
今

の
暮
ら
し
の
先
に
未
来
が
あ
る
こ
と
を
感

じ
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

担
：�

読
者
に
感
じ
て
ほ
し
い
草
ひ
か
る
の
ウ
リ

は
何
で
し
ょ
う
？

松
：�　

書
い
た
者
が
言
う
の
は
非
常
に
お
こ
が

ま
し
い
の
で
す
が
、
史
実
に
か
な
り
沿
い

な
が
ら
、
か
つ
面
白
く
読
ん
で
も
ら
え
る

話
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
…
…
と
思
っ

て
い
ま
す
。「
飢
え
殺
し
」
と
し
て
知
ら
れ

る
鳥
取
城
の
籠
城
戦
や
、
こ
れ
ま
で
ほ
と

ん
ど
描
か
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
「
文
禄
・

慶
長
の
役
」（
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
）
も
出
て

き
ま
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
も
注
目
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

担
：�

最
後
に
町
民
の
皆
様
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

松
：�　

こ
の
小
説
で
は
、
若
桜
の
四
季
そ
れ
ぞ

れ
の
情
景
を
描
こ
う
と
努
め
ま
し
た
。
町

内
す
べ
て
の
地
域
を
描
く
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
書
き
な
が
ら
若
桜
の
良

さ
を
改
め
て
感

じ
、
書
い
て
い

る
間
、
私
の
心

は
若
桜
に
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ

は
書
く
し
ん
ど

さ
も
含
め
て
、

と
て
も
幸
せ
な

時
間
で
し
た
。

書
か
せ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
に

感
謝
し
て
い
ま

す
。

　定価1980円（税込）が11月５日までに予約され、
発送先が若桜町の方には若桜価格の1000円（税込）
で販売されます。ぜひお買い求めください。
　また、11月７日（土）13時30分から小説の販売に
ともない若桜学園桜ホールでサイン会を開催しま
す。皆様のご来場お待ちしております。
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不
要
な
オ
プ
シ
ョ
ン
が

付
け
ら
れ
て
い
た
!?

携
帯
電
話
の
契
約
は
慎
重
に

消
費
生
活
相
談
窓
口
だ
よ
り

消
費
生
活
相
談
窓
口
だ
よ
り

事
例

　

機
種
変
更
の
た
め
に
携
帯
電
話
シ
ョ
ッ
プ
へ
出
か
け
た
。
シ
ョ
ッ
プ
の

店
員
に
熱
心
に
勧
め
ら
れ
た
端
末
を
契
約
し
た
が
、
帰
宅
後
、
契
約
書
を

確
認
し
た
ら
、
断
っ
た
は
ず
の
オ
プ
シ
ョ
ン
が
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

気
が
付
い
た
。
し
か
も
高
額
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
ま
で
契
約
さ
せ
ら

れ
て
い
た
。
納
得
で
き
な
い
。

ア
ド
バ
イ
ス

・�

携
帯
電
話
の
買
い
替
え
の
際
、
不
要
な
オ
プ
シ
ョ
ン
を
付
け
ら
れ
て
い

た
と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

・�

契
約
す
る
と
き
は
、
契
約
の
内
容
を
よ
く
確
認
し
て
、
よ
く
わ
か
ら
な

い
場
合
は
契
約
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
オ
プ
シ
ョ
ン
を
勧
め
ら

れ
た
場
合
も
、
必
要
な
け
れ
ば
は
っ
き
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

・�

契
約
書
も
そ
の
場
で
よ
く
確
認
し
、
不
要
な
契
約
は
な
い
か
、
月
々
の

支
払
額
は
い
く
ら
に
な
る
か
な
ど
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・�
不
要
な
契
約
を
見
つ
け
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
シ
ョ
ッ
プ
に
解
約
を
申
し

出
ま
し
ょ
う
。

若
桜
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
電
話　
☎（
71
）０
８
２
２　
IP
電
話
９（
71
）０
８
２
２　
平
日

　
面
談　
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　
ド
リ
ー
ミ
ー
２
F　
毎
週
火
曜
日

お問い合わせお問い合わせ
農業委員会事務局　農業委員会事務局　
☎82-2236　IP ☎9-82-2238☎82-2236　IP ☎9-82-2238

◉農業委員会からのお知らせ

非農地証明非農地証明についてについて

　非農地証明とは、土地の登記簿上の地目が農地（田・畑）であっても、農地以外の状態が20
年以上継続している場合に、非農地として証明を受けることです。
　現在はまだ農地の土地をこれから農業以外の用途に変更する場合は「農地転用」の許可を
得る手続きが必要ですが、例えば、既に数十年前に植林し既に山林化した、自然災害などで
現況が既に農地ではないなど、その現状が一定の条件を満たし、容易に農地に戻すことがで
きない状況と認められた場合には、非農地としての証明が得られることがあります。
　証明が得られた土地は、農地法に基づく転用許可を得なくても、12月31日までに法務局で
登記簿の地目変更の登記申請を行えば、次年度以降の課税地目に反映され、登記簿の現状と
実際の状態を一致させることができます。
　非農地証明申請の手続きには、位置図、全部事項証明書、公図の写し、その他添付書類が必
要です。
　詳しくは、農業委員会事務局にお問い合わせください。

10月７日（水）に農業委員会総会を開催しました。
【報告事項】
・農地法第３条の３第１項の規定による届出について� 　　４件
【審議事項】
・非農地証明書の申請について� 　　　１件

※�各許認可等の申請の締め切りは毎月20日で、翌月の10日頃までに開催される農業委員会総会
で審議いたします。
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▲�氷ノ山登山

氷
ノ
山
か
ら

　

登
山
が
気
持
ち
い
い
季
節
に
な

り
ま
し
た
。「
登
山
に
挑
戦
し
て

み
た
い
け
れ
ど
、
ち
ょ
っ
と
心
配

…
」
と
い
う
方
に
、
登
山
を
楽
し

む
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

登
山
は
、
や
は
り
疲
れ
ま
す
。

疲
労
と
う
ま
く
付
き
合
わ
な
い

と
、
途
中
で
動
く
の
が
つ
ら
く

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
。
そ
こ

で
意
識
し
た
い
の
が
【
歩
き
方
】

と
【
頑
張
り
す
ぎ
な
い
】
の
２

つ
で
す
。

　

登
山
で
は
、
太
も
も
の
裏
側
に

あ
る
ハ
ム
ス
ト
リ
ン
グ
や
、
お
尻

の
大
殿
筋
な
ど
、
大
き
な
筋
肉
が

活
躍
し
ま
す
。
こ
こ
を
上
手
に
使

う
た
め
に
、
歩
き
方
を
意
識
し
て

み
ま
し
ょ
う
。大
股
で
歩
い
た
り
、

下
り
で
ド
ス
ン
と
足
を
着
い
た
り

す
る
と
、
足
へ
の
負
担
が
大
き
く

な
り
、
疲
れ
や
す
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

歩
く
と
き
は
歩
幅
を
小
さ
く

し
、
足
を
体
の
近
く
に
置
く
の
が

ポ
イ
ン
ト
。
下
り
で
は
、
ジ
グ
ザ

グ
に
小
股
で
歩
く
と
、
段
差
で
ド

ス
ン
と
足
を
着
く
こ
と
が
減
り
、

脚
へ
の
負
担
を
抑
え
ら
れ
ま
す
。

胸
を
軽
く
張
っ
て
姿
勢
を
安
定
さ

せ
る
こ
と
も
、
省
エ
ネ
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
【
頑
張
り
す
ぎ

な
い
】
こ
と
。
周
り
が
速
い
か
ら

と
焦
る
の
は
事
故
の
も
と
で
す
。

無
理
を
せ
ず
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で

歩
き
、疲
れ
た
ら
休
み
ま
し
ょ
う
。

　

歩
き
方
を
ち
ょ
っ
と
意
識
し

て
、山
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
、

ぜ
ひ
登
山
に
挑
戦
し
て
み
て
く
だ

さ
い
ね
。
寒
さ
対
策
も
忘
れ
ず

に
！

�

自
然
解
説
専
門
員 

山
根
大
央

楽
し
く
安
全
に
、
気
持
ち
良
い
登
山
を

発発
学
校　

９
月
12
日
（
土
）、
若
桜
学
園

運
動
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
児
童
生
徒
会
執

行
部
が
校
長
先
生
を
巻
き
込
ん

だ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
、

会
場
は
笑
顔
と
歓
声
に
包
ま
れ

ま
し
た
。
保
護
者
や
地
域
の
皆

様
の
温
か
い
ま
な
ざ
し
と
声
援

に
見
守
ら
れ
る
中
、
１
０
０
ｍ

走
や
色
別
応
援
合
戦
、
小
学
校

種
目
「
で
か
パ
ン
リ
レ
ー
」、
中

学
校
種
目
「
箱
積
み
リ
レ
ー
」、

そ
し
て
全
員
リ
レ
ー
な
ど
、
縦

割
り
色
別
４
チ
ー
ム
で
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。
中
で
も
綱

引
き
は
、
先
に
小

学
生
が
必
死
に
綱

を
引
き
持
ち
こ
た

え
、
そ
こ
へ
中
学

生
が
駆
け
つ
け
て

加
わ
る
小
中
一
貫

校
な
ら
で
は
の
競

技
で
す
。
一
生
懸

命
に
綱
を
引
く
小

学
生
の
姿
や
、
知

恵
と
力
を
絞
っ

て
引
く
中
学
生
の
逞
し
い
姿
に
、

温
か
い
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

１
～
４
年
生
の
「
若
桜
音
頭
」、

５
～
９
年
生
の「
よ
さ
こ
い
ソ
ー

ラ
ン
」
も
終
盤
を
華
や
か
に
飾

り
ま
し
た
。

　

恒
例
の
全
校
写
真
撮
影
の
後

に
は
、
８
年
生
か
ら
９
年
生
へ

感
謝
を
込
め
た
贈
り
物
の
サ
プ

ラ
イ
ズ
も
あ
り
ま
し
た
。
今
年

の
テ
ー
マ
「
飛
翔
」
の
通
り
、

互
い
に
支
え
合
い
未
来
へ
向

か
っ
て
大
き
く
羽
ば
た
く
児
童

生
徒
の
頼
も
し
い
姿
が
輝
く
運

動
会
と
な
り
ま
し
た
。

若
桜
学
園
運
動
会

い
き
い
き

わ
か
さ
っ
こ
！
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皆
さ
ん
、
健
康
に
悪
い
こ
と
と
聞
い
た
ら
、
ど

ん
な
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
？
肥
満
？
運

動
し
な
い
こ
と
？
多
量
飲
酒
？
喫
煙
？

　

そ
れ
ら
は
確
か
に
す
べ
て
健
康
に
悪
く
影
響

し
ま
す
。
し
か
し
、「
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
な

い
こ
と
」
の
方
が
も
っ
と
強
く
健
康
に
悪
影
響
が
出
る
こ
と
を
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
。

　

地
域
に
出
て
、人
と
交
流
す
る
。
こ
の
「
つ
な
が
り
の
チ
カ
ラ
」に
は
、

寿
命
を
延
ば
し
、
要
介
護
状
態
を
防
ぎ
、
認
知
症
を
予
防
す
る
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
健
康
効
果
が
あ
る
と
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
も
、
実
は
健
康
分
野
だ
け
で
な
く
、
教
育
や
経
済
と
い
っ
た
他

の
分
野
に
お
い
て
も
、
こ
の
「
つ
な
が
り
の
チ
カ
ラ
」
は
地
域
に
活
力

を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
人
口
が
ど
ん
ど
ん
減
少
し
て
し
ま
う
時
代
で
す

が
、「
つ
な
が
り
の
チ
カ
ラ
」
を
う
ま
く
鼓
舞
で
き
れ
ば
、
ま
ち
の
存

続
性
も
向
上
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

と
、
こ
う
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
と
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
の
が
、

「
田
舎
で
は
知
り
合
い
ば
か
り
で
、
も
う
つ
な
が
っ
て
ま
す
よ
」
と
い

う
こ
と
。
若
桜
町
で
も
、
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
！
と
い
う
方
も
多
い

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
若
桜
町
の
み
な
さ
ん
、「
つ
な
が
り
」
に
満
足
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
！
実
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
、
つ
な
が
り
の
種
類
が
増
え
る

ほ
ど
に
、
ど
ん
ど
ん
人
は
健
康
に
な
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
の
で

す
。
つ
ま
り
、１
つ
、２
つ
の
つ
な
が
り
が
あ
る
か
ら
良
し
、で
は
な
く
、

婦
人
会
、
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
、
ス
ポ
ー
ツ
仲
間
な
ど
、
新
し
い
つ
な
が
り

方
を
模
索
し
続
け
て
欲
し
い
ん
で
す
。

　

さ
ら
に
、
地
方
で
は
場
合
に
よ
り
„
縦
の
つ
な
が
り
＂
が
多
く
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
縦
の
つ
な
が
り
と
は
、
強
制
力
の
強
い
つ
な
が
り
方
や
、

経
済
的
負
担
の
大
き
す
ぎ
る
つ
な
が
り
方
な
ど
を
指
し
ま
す
。
実
は
こ

の
„
縦
の
つ
な
が
り
＂
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
健
康
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
も
。
逆
に
、
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
介
し
て
の
対
等
で
自
由

な
„
横
の
つ
な
が
り
＂は
、確
実
に
好
影
響
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

「
つ
な
が
り
方
」
に
も
意
識
を
向
け
て
み
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
「
歳
だ
か
ら
隠
居
」「
忙
し
く
て
時
間
が
無
い
」「
地
域
に
興
味
が
無

い
」
と
言
っ
て
、
地
域
と
関
わ
り
を
持
た
な
い
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

ご
自
身
の
た
め
に
も
、
ま
ち
の
存
続
の
た
め
に
も
、
い
つ
ま
で
も
地
域

と
の
つ
な
が
り
を
忘
れ
な
い
で
下
さ
い
。

若
桜
町
が
益
々
つ
な
が
り
あ
ふ
れ
る
素
晴

ら
し
い
町
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

つ
な
が
る
健
康
コ
ラ
ム
「
第
２
回
」

町
民
が
元
気
で
生
活
す
る
た
め
の
秘
訣
を
若
桜
町
に
ご
縁
の
あ
る

各
分
野
の
専
門
家
に
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
つ
な
が
り
の
チ
カ
ラ
」

�

福
井
大
学
医
学
部
地
域
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
講
座  

教
授  

井い

階か
い

友と
も

貴き
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●
高
齢
者
や
障
が
い
者
へ
の
こ
の
よ
う
な
行
為
は
虐
待
に
あ
た
り
ま
す

あ
な
た
と
地
域
の
目
で
守
れ
る
命　

防
ご
う
！
気
付
こ
う
！
高
齢
者
・
障
が
い
者
虐
待

●年金や賃金を渡さない
●本人の自宅等を無断で売
却する

●本人の年金や預貯金を勝
手に使う

例えば

●平手打ちをする、殴る、蹴る、
つねる

●無理やり食べさせる
●縛り付ける
●部屋に閉じ込める

例えば

●入浴させない、不潔な状態
にする

●水分や食事を十分に与えない
●ひどい環境で生活させる
●病気やけがをしても受診さ
せない

例えば

●怒鳴る、ののしる、悪口を言う
●子供扱いする
●意図的に無視する
●排泄の失敗をあざ笑い、
恥をかかせる

例えば

●排泄の失敗に対し罰として
下半身を裸で放置する

●わいせつな行為をする
●性的な行為を強要する

例えば

たとえば…
・身体に傷やあざがある
・何日も同じ服を着ている
・臭いが気になる
・何かにおびえている
・お金を貸してと頼まれる
　　　　　　　　　 など

虐
待
の
起
こ
り
や
す
い
環
境

・
高
齢
者
に
認
知
症
が
あ
る

・
介
護
の
負
担
を
ひ
と
り
で
抱
え
て
い
る

・�

夫
婦
の
み
、
高
齢
者
と
単
身
の
子
ど
も
だ
け
な
ど

小
規
模
家
庭

・
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る

・
近
所
づ
き
あ
い
が
な
い

・
介
護
者
に
疾
病
や
障
が
い
が
あ
る

　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
虐
待
の

相
談
・
通
報
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ど
ん
な
小
さ
な

こ
と
で
も
た
め
ら
わ
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
認
知
症
や
障
が
い
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
ま

し
ょ
う

　

認
知
症
や
障
が
い
を
抱
え
る
本
人
や
家
族
の
中
に
は
、
周

囲
の
気
付
き
や
助
け
を
必
要
と
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
日
頃
か
ら
、
地
域
で
見
守
り
・
声
掛
け
・
支
え
合
い
の

で
き
る
関
係
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

●�

虐
待
防
止
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

　

町
の
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
協
議
会
で
は
、
医
療
・
福

祉
・
行
政
・
民
間
団
体
な
ど
の

関
係
機
関
が
集
ま
り
、
虐
待

の
事
例
や
、
虐
待
防
止
に
向
け

た
連
携
体
制
の
構
築
に
つ
い
て

協
議
し
、
顔
の
見
え
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

●
相
談
・
通
報
は
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
！

高
齢
者
・
障
が
い
者
虐
待　
相
談
窓
口

若
桜
町
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
24
時
間 

３
６
５
日
受
付
）

�

☎
（
82
）
２
２
０
９　
IP
☎
９
（
82
）
２
２
１
４

▲６月に開催した協議会の様子

１８９（いちはやく）　気づいたあなたに　できること
～11月は児童虐待防止月間です～

※「189」は児童相談所虐待対応ダイヤルです。
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　プレコンセプションケアとは、毎日を健康的に過ごし、将来のライフイベント
に直面した際に、さまざまな選択肢を増やすためのセルフケアのことです。早い
段階から自分自身の健康についての知識を得ることで、将来、いきいきと過ごせ
る健康寿命を延ばしたり、次世代にもつながる健康を考えるきっかけにもつなが
ります。
　プレコンセプションケア健康診査は、将来の妊娠や出産を見据えている方はもちろん、
ご自身の健康状態を知りたい方にもご活用いただけます。この機会に、自分のからだと
向き合い、健康で安心な未来をつくるための第一歩を始めましょう。

【対 象 者】　・18歳～39歳までの男女（令和９年３月31日時点の年齢）
　　　　　　・受診日において、若桜町に住民票のある方
　　　　　　・これまでに本健診を受診したことがない方
【助成内容】　１人１回限り（男性：上限　13,000円　女性：上限　30,000円）
【主な検査内容】　〇身長・体重・血圧　などの基礎検査　　〇尿検査
　　　　　　　　〇血液検査（女性はホルモン検査を含む）
　　　　　　　　〇精液検査（男性）　　　など
★　受診を希望される方は、保健センターへご連絡ください。

プレコンセプションケア健康診査を
開始しました！

    食生活
栄養バランスを意識し、必要
に応じて葉酸（400㎍）を補
いましょう。

    運動
週に150分を目安に、体を動
かす習慣を持ちましょう。

    体重
ＢＭＩ（㎏／㎡）は、18.5 以
上 25.0 未満になるよう心がけ
よう。

    睡眠
十分な睡眠時間と休憩を確保
し、夜更かしや平日と休日の
生活リズムの変化を避けよう。

    アルコール・喫煙
過度の飲酒、たばこは控え
よう。受動喫煙にも気を付
けよう。

    メンタルヘルス
心の健やかさを大切にしよう。
困った時は誰かに相談する勇
気を持とう。

プレコンセプションケアの９つのポイント

1. 2. 3.

4. 5. 6.

    健康チェック
定期的に健診を受けよう。対
象となる予防接種をしよう。
性感染症を予防しよう。

    歯
歯周病ケアをしよう。定期的
な歯科健診を受けよう。

    ライフプラン
性と生殖の正しい知識を
身につけて、どう生きたい
かを考えてみよう。

7. 8. 9.
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浄
化
槽
の
維
持
管
理
は
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

浄
化
槽
使
用
者
の
「
３
つ
の
ル
ー
ル
」

○
保
守
点
検

　

浄
化
槽
の
機
能
を
維
持
さ
せ
る
も
の

　
（
汚
泥
の
状
況
把
握
、
機
器
の
点
検
、
消
毒
剤
の
補
充
）

　

�〈
必
要
回
数
〉
毎
年
３
回
以
上

　
　
　
　
　
　
　
（
浄
化
槽
の
種
類
、
大
き
さ
等
に
よ
る
）

　
〈
依
頼
先
〉
知
事
登
録
を
受
け
た
保
守
点
検
業
者

○
清　
　
掃

　

浄
化
槽
の
機
能
を
回
復
さ
せ
る
も
の

　
（
汚
泥
の
引
き
抜
き
、
機
器
類
の
洗
浄
）

　
〈
必
要
回
数
〉
毎
年
１
回
（
全
ば
っ
き
方
式
は
６
ヶ
月
に
１
回
）
以
上

　
〈
依
頼
先
〉
市
町
村
の
許
可
を
受
け
た
清
掃
業
者

○
法
定
検
査
（
第
11
条
検
査
）

　

保
守
点
検
と
清
掃
が
適
正
に
実
施
さ
れ
、
浄
化
槽
の
機
能
が
正
常

に
維
持
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
も
の

　
〈
必
要
回
数
〉
毎
年
１
回

　
〈
依
頼
先
〉
県
の
指
定
検
査
機
関

◎
毎
年
、
保
守
点
検
や
清
掃
の
み
実
施
し
て
い
て
も
、
法
定
検
査
を

　

受
検
し
て
い
る
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

浄
化
槽
が
正
常
に
機
能
し
な
い
と
悪
臭
・
水
環
境
の
悪
化
な
ど
生

活
環
境
へ
の
問
題
が
発
生
し
ま
す
の
で
、
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
相
談
・
依
頼
先
】　

　

保
守
点
検　

一
般
社
団
法
人
鳥
取
県
浄
化
槽
協
会
東
部
支
部

　
　
　
　
　
　

☎
０
８
５
７
（
26
）
９
５
９
７

　

清　
　

掃　

株
式
会
社
キ
ョ
ウ
エ
イ

　
　
　
　
　
　

☎
０
８
５
７
（
82
）
０
３
５
３

　

法
定
検
査　

公
益
財
団
法
人
鳥
取
県
保
健
事
業
団

　
　
　
　
　
　

☎
０
８
５
７
（
30
）
４
８
５
９

〇
こ
の
よ
う
な
場
合
は
届
出
が
必
要
で
す

　

・�

引
っ
越
し
等

に
よ
り
使
用

者
が
変
わ
る

と
き

　

・�

使
用
開
始
ま

た
は
休
止
す

る
と
き

お
問
い
合
わ
せ

お
問
い
合
わ
せ

　　

地
域
整
備
課

地
域
整
備
課

　
　
　

　
　
　
　
☎（

　
☎（
8282
）２
２
３
９　

）２
２
３
９　
IPIP
☎
９（
☎
９（
8282
）２
２
３
９

）２
２
３
９
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新　着　図　書

ほんほんのの

  ひろばひろばだよりだより

わかさ生涯学習情報館わかさ生涯学習情報館
	 ☎ 82-6860　IP☎ 9-82-6860　	 ☎ 82-6860　IP☎ 9-82-6860　 82-686182-6861
	【開館時間】10:00～ 18:00【休館日】月曜日・祝日・毎月最終木曜日	【開館時間】10:00～ 18:00【休館日】月曜日・祝日・毎月最終木曜日
	【貸出冊数と期間】１人10冊まで、２週間	【貸出冊数と期間】１人10冊まで、２週間

11 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

11 月 の 予 定

●乳幼児対象読み聞かせ    （読み聞かせグループ「もこもこ」）

【日時】11 月 19 日（木）10：30 ～　【場所】　情報館プレイルーム

●脳を元気にしよう「音読教室」 
【日時】11 月 20 日（金）14：00 ～　【場所】　情報館会議室

■は休館日

文　　　学 そ　の　他
・海月の骨 朝宮　夕 ・風まかせ十二カ月 柳家　三三
・朝焼けキッチンカー 秋川　滝美 ・新・地方創生論 村上　敬亮
・噓つきは人間のはじまり 真梨　幸子 ・朝を整える習慣 越智　ゆえじ
・おでかけ料理人　　1～ 6 中島　久枝 ・これだけで、逮捕 森　雅人
・霜月記 砂原　浩太朗 ・戦艦「大和」最期の新証言 池田　遼太
・正義の銃弾 中山　七里 ・ひと皿作れば、なんとかなる。 オレンジページ
・泡 辻　仁成 ヤング・児童書・絵本
・アルゴリズムの査証 海堂　尊 ・ルビと空飛ぶねこ 野中　柊
・安恒 今野　敏 ・鳥 髙木　昌興
・あいつも誰かに殺される 下村　敦史 ・みてても、いい？ 礒　みゆき
・咲く。 葉山　由季 ・隠れ最弱動物図鑑 今泉　忠明
・深川かたぎ 山本　一力 ・おいもさん よしむら　めぐ
・きよくしぶとくやかましく 寺地　はるな ・おしょくじちゅうごめんあそばせ はらぺこめがね
・先生が終わらない 額賀　澪 ・なにみつけたの？ おおはし　えみこ
・フィクサー 真山　仁 ・テオのりんご きたむら　えり
・宇野千代の人生 メディアソフト ・おばあちゃんのあおいバラ 由美村　嬉々
・いちいちうるせえな 佐藤　愛子 郷　　　土
・買わない生活 稲垣　えみ子 ・活字を友とする人と本屋と図書館の物語 鈴木　暁彦
・わたしの骨はどこへいく？ 安田　依央 ・文人たちが歩いた山陰路 竹内　道夫

★この他にもたくさん入ってきていますので、当館新刊コーナーをご覧ください。

蔵書点検による休館のお知らせ　【期間】11月24日（火）～11月29日（日）
期間中はご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

読み聞かせグループ「もこもこ」読み聞かせグループ「もこもこ」

秋のおはなし会秋のおはなし会

　【日時】11月7日（土）　午前10時30分から
　【場所】わかさ生涯学習情報館　会議室
　秋にぴったりのおはなし会をみんなで一緒
に楽しみませんか？ぜひお越しください。

健康講座②健康講座②
健腸教室～腸内環境とより良い睡眠～健腸教室～腸内環境とより良い睡眠～

　【日時】11月21日（土）　午前10時30分から
　【場所】わかさ生涯学習情報館　会議室
　【定員】15名程度（申込締切：11/15まで）
　詳しくは広報11月号折り込みチラシをご覧下さい。
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今
回
の
読
み
聞
か
せ
で
は
、「
が
ん
ば
れ
パ
ト
カ
ー
！
」
を
読
み
、

パ
ト
カ
ー
が
ど
の
よ
う
に
し
て
み
ん
な
の
安
全
を
守
っ
て
い
る
の
か
、

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。
こ
の
絵
本
を
通
し
て
、

身
近
な
人
を
思
い
や
る
気
持
ち
や
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
助
け
て
あ

げ
よ
う
と
す
る
優
し
い
気
持
ち
を
学
ん
で
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

読
み
聞
か
せ
の
後
に
は
、
ク
ッ
キ
ン
グ
の
体
験
と
し
て
「
フ
ル
ー
ツ

サ
ン
ド
」
を
作
り
ま
し
た
。

　

小
さ
い
子
ど
も
は
お
母
さ
ん
に
て
つ
だ
っ
て
も
ら
い
食
パ
ン
に
生
ク

リ
ー
ム
を
塗
り
、
バ
ナ
ナ
、
キ
ウ
イ
、
ミ
カ
ン
等
を
挟
ん
で
チ
ョ
コ
で

ト
ッ
ピ
ン
グ
し
ま
し
た
。　

出
来
上
が
っ
た
フ
ル
ー
ツ
サ
ン
ド
を
さ
っ

そ
く
口
い
っ
ぱ
い
に
頬
張
っ
て
い
る
子
ど
も

の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

読
み
聞
か
せ
教
室
で
は
、
本
に
親
し
む
だ

け
で
な
く
、
今
回
の
ク
ッ
キ
ン
グ
の
よ
う
に

子
ど
も
た
ち
自
身
が
取
り
組
む
体
験
活
動
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

前
回
好
評
だ
っ
た
「
ボ
ッ
チ
ャ
」
を
行
い
ま
し
た
。
最
初
は
「
ど
う

す
る
ん
だ
っ
た
か
な
？
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
段
々
と
思
い
出
し

て
「
も
う
少
し
力
を
入
れ
て
投
げ
た
ら
？
」

「
あ
っ
、
い
き
す
ぎ
た
」
と
観
戦
に
も
熱
が

入
り
、
皆
で
大
笑
い
を
し
ま
し
た
。

　

途
中
休
憩
で
は
、
ナ
シ
の
味
比
べ
を
し
ま

し
た
。「
こ
の
皿
の
ナ
シ
が
一
番
甘
い
で
」「
次

は
こ
の
皿
の
ナ
シ
」「
最
後
の
皿
の
ナ
シ
は

甘
味
が
な
い
な
」
な
ど
と
言
い
な
が
ら
楽
し

く
食
べ
ま
し
た
。

　

雨
続
き
で
外
に
出
る
機
会
が
な
か
っ
た
の

で
、
よ
い
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
の
時

間
に
な
り
ま
し

た
。

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　
　
　

　
　
　    

��

ーー
  
希
望
・
虹

希
望
・
虹
  
ーー
　

ア
イ
リ
ス

ア
イ
リ
ス    

　　

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー　
☎
＆

 （
82
）１
６
０
２

IP
☎ 

９（
82
）１
６
０
２

人権かるた ぬくもりの　　心をつたえる　　明るいあいさつ

９
月
14
日

９
月
８
日

▲狙いをさだめて▲「あっ、いきすぎた」

▲ナシの味比べ

▲フルーツサンド作り♪

▲おいしい♡

▲絵本の読み聞かせ

■　

健
康
づ
く
り
教
室

■　

読
み
聞
か
せ
教
室
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８
月
30
日
（
日
）、
公
民
館
で
「
曲
げ
わ
っ
ぱ
作
り
の
製

作
体
験
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
に
は
、
鳥
取
市
物

づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
天
川
敏
之
さ
ん
を
お
迎
え
し
、
参

加
者
15
名
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
世
界
で
一
つ
だ
け
の
丸
い
曲
げ
わ

っ
ぱ
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

今
回
製
作
し
た
の
は
、
手
に
な
じ
む
丸
型
の
小
物
入
れ
で

す
。
木
を
熱
湯
で
ふ
や
か
し
て
慎
重
に
曲
げ
る
体
験
や
、
天

然
木
の
木
目
に
合
わ
せ
て
丁
寧
に
サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
で
磨
き
上

げ
る
作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
天
川
さ
ん
の
丁
寧
な
指
導

の
お
か
げ
で
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
熱
心
に
手
を
動
か
し
て
い

ま
し
た
。「
き
れ
い
に
曲
が
る
か
な
」「
も
っ
と
滑
ら
か
に
し
よ

う
」
と
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
、
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
初
め
て
挑
戦
す
る
方
も
、
講
師
の
丁

寧
な
指
導
の
も
と
、
世
界
に
た
っ
た

ひ
と
つ
の
素
敵
な
小
物
入

れ
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

完
成
し
た
作
品
を
手
に
し

た
参
加
者
か
ら
は
、「
と

て
も
き
れ
い
に
仕
上
が
っ

て
大
満
足
で
す
」「
自
分

で
磨
い
た
か
ら
愛
着
が
わ

く
わ
」
と
、
う
れ
し
そ
う

に
語
り
合
う
笑
顔
が
あ
ふ

れ
ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ　
若
桜
町
公
民
館　
☎（
82
）１
５
８
４　
IP
☎
９（
82
）１
５
８
４

　
　
　
　
　
　
　
池
田
分
館　
　
　
☎（
83
）０
５
４
０　
IP
☎
９（
83
）０
５
４
０

公
民
館
ひ
ろ
ば

木
肌
の
ぬ
く
も
り
に
触
れ
る

～
丸
型
の
小
物
入
れ
作
り
に
挑
戦
！
～

お
部
屋
を
彩
る
手
づ
く
り
の
ア
ク
セ
ン
ト

～
樹
脂
粘
土
で
「
葉
ボ
タ
ン
」作
り
に
挑
戦
～

　

９
月
６
日
（
日
）、

粘
土
の
花
ロ
ー
ズ
・

ガ
ー
デ
ン
主
宰
の
山

田
貞
子
さ
ん
を
講
師

に
お
招
き
し
、
参
加

者
の
皆
さ
ん
は
樹
脂

粘
土
を
こ
ね
て
形
を

整
え
、
色
を
混
ぜ
合

わ
せ
な
が
ら
、
色
鮮

や
か
で
美
し
い
葉
ボ

タ
ン
の
作
品
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

当
日
は
「
上
手
く

で
き
る
か
し
ら
」「
こ

う
す
る
と
き
れ
い
ね
」

と
お
し
ゃ
べ
り
に
も

花
を
咲
か
せ
、
終
始
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
温
か

い
雰
囲
気
と
な
り
ま
し
た
。

　

粘
土
の
不
思
議
な
感
触
や
、
少
し
ず
つ
形

に
な
っ
て
い
く
過
程
を
楽
し
み
な
が
ら
、
心

落
ち
着
く
特
別
な
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

手
作
り
の
ぬ
く
も
り
あ
ふ
れ
る
「
葉
ボ
タ
ン
」

は
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
に
お
部
屋
や
玄
関
を

素
敵
に
彩
る
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
り
そ
う
で
す
。 ▲花びら作成のコツを教わる受講生

▲�熱湯で柔らかくした杉板を丁寧に曲
げています。完成が楽しみですね！

▲完成作品と一緒に笑顔で

第
６
回
氷
ノ
山
寿
大
学

自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
の

終
活
と
Ａ
Ｃ
Ｐ
（
人
生
会
議
）

～
こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し
と

地
域
の
支
え
あ
い
～

　

９
月
17
日
（
木
）、
開
催
の
氷
ノ
山
寿
大
学

は
、
鳥
取
県
東
部
医
師
会
在
宅
医
療
介
護
連

携
推
進
室
の
橋
本 

渉
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
、

「
終
活
と
Ａ
Ｃ
Ｐ
（
人
生
会
議
）
〜
こ
れ
か
ら

の
生
活
に
必
要
な
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
お

話
〜
」
を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
回
の
講
演
で
は
、
少
子
高
齢
化
が
進

む
中
、
こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し
や
健
康
長
寿
の

秘
訣
、
地
域
で
の
支
え
合
い
の
重
要
性
に
つ

い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
「
腰
を
据
え
こ
れ
か

ら
の
生
き
方
を
考
え
た
い
」「
渡
さ
れ
た
ノ
ー

ト
に
早
速
書
き
込

み
を
し
ま
し
た
。
と

て
も
い
い
時
期
に

お
話
し
が
聞
け
て

良
か
っ
た
で
す
。」

と
い
っ
た
感
想
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

▲�講師の橋本氏と、講演に聞
き入る参加者
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くらしの情報

郷
土
文
芸

�
（
敬
称
略
）

 
俳　

句　
（
鶴
尾
句
会
）

朝
露
を

　
　

ひ
と
つ
零
さ
ず

　
　
　
　

草
そ
よ
ぐ

�

石
山
ヨ
シ
エ

山
裾
に

　
　

ひ
そ
や
か
に
咲
く

　
　
　
　

水
引
草

�

圓
井　

節
美

朝
霧
の

　
　

覆
ふ
城
山

　
　
　
　

風
わ
た
る

�

中
尾　

陽
子

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
調
の

　
　

パ
ー
ク
や

　
　
　
　

秋
高
し

�

茗
荷　

恵
子

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
米
子
駐
屯
地
広
報
室

　
☎
０
８
５
９（
29
）２
１
６
１
㈹

催
　
　
し

お
知
ら
せ

米
子
駐
屯
地
創
設
76
周
年
記
念

行
事
（
一
般
開
放
）の
ご
案
内

【
日　
時
】�

11
月
８
日
（
日
）
９
時
～
15
時

【
場　
所
】�

陸
上
自
衛
隊
米
子
駐
屯
地
（
米
子
市

両
三
柳
２
６
０
３
）

【
行
事
の
内
容
】

　
観
閲
式
、
訓
練
展
示
、
自
衛
隊
車
両
体
験
試
乗
、

装
備
品
展
示
、
子
供
広
場
、
野
外
売
店
等
イ
ベ
ン

ト
盛
り
だ
く
さ
ん
。

※�

内
容
は
変
更
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
詳

し
く
は
米
子
駐
屯
地
Ｈ
Ｐ
又
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

　

ご
来
場
に
際
し
て
、
駐
屯
地

内
に
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

11
月
は「
ね
ん
き
ん
月
間
」、11
月
30
日

（
い
い
み
ら
い
）は「
年
金
の
日
」で
す

　
11
月
30
日
の
「
年
金
の
日
」
は
、
国
民
の
皆
さ

ま
に
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
等
を
活
用
し
て
ご
自

身
の
年
金
記
録
や
年
金
受
給
見
込
額
を
確
認
し
て

い
た
だ
き
、
高
齢
期
の
生
活
設
計
に
思
い
を
巡
ら

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
い
つ
で
も
次

の
よ
う
な
様
々
な
機
能
が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。

・�

将
来
の
年
金
見
込
額
の
試
算

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
鳥
取
年
金
事
務
所

　
☎
０
８
５
７（
27
）８
３
１
１

・�「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
で
電
子
申
請
や
保
険
料

納
付
記
録
の
確
認

・�

受
給
に
関
す
る
各
種
通
知
書
の
確
認　
等

　
詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【HP】米子駐屯地

 

 

税を考える週間 検 鳥取税務署 

令和９年１月１日以後、給与支払報告書を市区町村へ提出した場合  

「給与所得の源泉徴収票」を税務署に 
提出する必要がなくなります！ 

eLTAX で、各市区町村へ自動振り分け提出！ 

詳しくは、国税庁ホームページ 
「源泉徴収票のみなし提出の
特例 特設ページ」へ  

 

eLTAX 光ディスク等 

市区町村 

給与支払報告書の提出 

源泉徴収票の「みなし提出」 税
を
考
え
る
週
間 11/

11 

▼ 

11/

17 

〜
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
向
か
っ
て
〜 

～
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
向
か
っ
て
～

税
を
考
え
る
週
間

法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

遺
言
講
演
会
・
相
続
登
記
手
続

説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て

【
開
催
日
】�

11
月
26
日
（
木
）

【
会　
場
】
⑴�

鳥
取
地
方
法
務
局
（
鳥
取
市
東
町

２
丁
目
３
０
２
番
地
）

　
　
　
　　
⑵�

鳥
取
地
方
法
務
局
倉
吉
支
局
（
倉

吉
市
駄
経
寺
町
２
丁
目
15
番
地
）

　
　
　
　　
⑶�

鳥
取
地
方
法
務
局
米
子
支
局
（
米

子
市
旗
ヶ
崎
２
丁
目
10
番
12
号
）

　
　
　
　　

※
⑵
及
び
⑶
会
場
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

配
信
で
す
。

【
定　
員
】�

鳥
取
会
場
：
36
名
、
倉
吉
会
場
：
12
名
、

米
子
会
場
：
20
名

子育て支援センター　遊びば
　（わかさこども園内）
　☎82-0011　IP☎ 9-82-0011
　　月～金曜日（祝祭日を除く）
　　９：30～ 15：30

遊びば
♪子育て支援センター♬

11 月の行事予定
５日（木）　大きさ調べ
　　　　　　ほっこりタイム
19日（木）　おはなし会

25日（水）　リトミック
26日（木）　おもちゃづくり

検 索税を考える週間

�

11
／
11
▼
17
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くらしの情報

時
間
労
働
、
６
時
間
拘
束
５
時
間
労
働
、
休

憩
１
時
間

　
〇
平
日

　
　

�

リ
フ
ト
係
員　
８
時
15
分
始
業
、
16
時
15
分

終
業
の
８
時
間
拘
束
７
時
間
労
働
、
休
憩
１

時
間
。

　
　

�

チ
ケ
ッ
ト
売
り
場
係
員　
９
時
始
業
、
16
時

終
業
の
７
時
間
拘
束
６
時
間
労
働
、
休
憩
１

時
間
。

　
　

�

レ
ス
ト
ラ
ン
係
員　
土
日
祝
日
年
末
年
始
と

同
じ
。

　
　

�

駐
車
場
係
員　
平
日
は
無
料
に
つ
き
勤
務
な

し
。

６
．
賃　
　
金

　
　

�

時
給
制
、
交
通
費
別
途
支
給
（
当
社
規
程
に

基
づ
き
）

　
　

�

リ
フ
ト
係
員
及
び
駐
車
場
係
員　

時
給
１
，

２
５
０
円
、

　
　

�

チ
ケ
ッ
ト
売
り
場
係
員
及
び
レ
ス
ト
ラ
ン
係

員　
時
給
1
，
１
０
０
円

　
　

�

特
典
）�

係
員
は
、
勤
務
オ
フ
日
の
リ
フ
ト
１

日
券
代
を
、
本
人
と
同
伴
者
１
名
無

料
と
す
る
。

７
．
受
付
締
切
日　
　
令
和
８
年
11
月
27
日（
金
）

８
．
そ
の
他

　
・�

休
日
は
週
２
日
で
、ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
。

原
則
、
土
日
祝
日
年
末
年
始
は
勤
務
願
う
。

　
・
賃
金
は
、
月
末
締
切
翌
10
日
払
い
と
す
る
。

　
尚
、
毎
年
勤
務
い
た
だ
い
て
い
る
方
に
は
、
個

別
に
お
電
話
で
ご
挨
拶
致
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
中
一
＆
ス
マ
イ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
株
式
会
社

　
高
原
の
宿
氷
太
く
ん

　
☎（
82
）１
１
１
１

募
　
　
集

令
和
８
年
度　

ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
・
駐

車
場
・
レ
ス
ト
ラ
ン
従
業
員
募
集
要
項

１
．
募
集
人
員

　
　

�

リ
フ
ト
係
員 

30
名
、
駐
車
場
整

理
係
員 

４
名
、
チ
ケ
ッ
ト
売
り

場
係
員 

２
名
、
レ
ス
ト
ラ
ン
係

員 

４
名

　
　
合
計  

40
名

２
．
就
労
条
件

　
　

�

冬
期
間
ス
キ
ー
場
等
に
お
い
て

就
労
で
き
、
お
客
様
を
あ
た
た

か
く
お
迎
え
し
、
健
康
で
明
朗

な
思
い
や
り
の
あ
る
人
。
自
家

用
車
通
勤
が
原
則
、
通
勤
専
用

車
両
１
台
あ
り
（
８
名
ま
で
若

桜
駅
よ
り
）

３
．
就
労
期
間

　
　

�

令
和
８
年
12
月
19
日
（
土
）
～
令
和
９
年
３

月
14
日
（
日
）（
但
し
、
積
雪
が
な
く
滑
走

不
可
能
な
日
は
休
業
と
す
る
。
積
雪
状
況
、

ゲ
レ
ン
デ
状
況
に
よ
り
変
則
勤
務
有
り
。
リ

フ
ト
係
員
の
み
12
月
12
日
（
土
）
研
修
あ
り

〈
当
日
分
の
賃
金
及
び
昼
食
付
〉。）

４
．
就
労
場
所

　
　

�

わ
か
さ
氷
ノ
山
ス
キ
ー
場　
樹
氷
ス
ノ
ー
ピ

ア
リ
フ
ト
・
イ
ヌ
ワ
シ
リ
フ
ト
、
駐
車
場
、

チ
ケ
ッ
ト
売
場
、
レ
ス
ト
ラ
ン
ス
ノ
ー
ピ
ア

５
．
就
労
時
間
（
タ
イ
ム
カ
ー
ド
で
管
理
）

　
〇
土
日
祝
日
年
末
年
始

　
　

�
リ
フ
ト
係
員　
７
時
15
分
始
業
、
17
時
15
分

終
業
の
10
時
間
拘
束
８
時
間
労
働
、
休
憩
１

時
間
、
時
間
外
１
時
間
。

　
　

�

チ
ケ
ッ
ト
売
り
場
係
員　
８
時
始
業
、
17
時

終
業
の
９
時
間
拘
束
８
時
間
労
働
、
休
憩
１

時
間
、
早
出
分
は
別
途
時
間
外
付
与

　
　

�

駐
車
場　
６
時
30
分
始
業
、
15
時
30
分
終
業

の
９
時
間
拘
束
８
時
間
労
働
、休
憩
１
時
間
。

　
　

�

レ
ス
ト
ラ
ン　
９
時
始
業
、
15
時
終
業
の
６

鳥
取
県
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
頭
に

よ
る
「
出
張
お
仕
事
相
談
会
」（
無
料
）

【
日
時
】�

11
月
19
日
（
木
）
13
時
00
分
～
14
時
30

分
（
最
終
受
付
14
時
）�

※
事
前
申
込
不
要

【
場
所
】�

わ
か
さ
生
涯
学
習
情
報
館　
会
議
室

【
内
容
】�

鳥
取
県
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
頭

の
就
職
支
援
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
に
よ
る
職

業
紹
介
、
職
業
相
談
、
職
業
適
性
診
断

な
ど
（
雇
用
保
険
失
業
給
付
の
求
職
活

動
実
績
に
な
り
ま
す
。）

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
鳥
取
県
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
頭

　
（
国
）☎
０
８
５
８（
76
）７
０
７
６

　
（
県
）☎
０
８
５
８（
72
）３
９
８
６

相
　
　
談

踏
切
事
故
防
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
実
施
に
つ
い
て

　
歩
行
者
や
自
転
車
等
の
運
転
者
に
対
し
、
踏
切

道
の
通
行
に
際
し
て
の
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
、

安
全
で
円
滑
な
踏
切
道
の
通
行
を
確
保
す
る
こ
と

を
目
的
に
踏
切
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

【
期
間
】
11
月
１
日
（
日
）
～
11
月
30
日
（
月
）

　
　
　　

�（
う
ち
強
化
期
間　
11
月
１
日
（
日
）
～

11
月
10
日
（
火
））

　
踏
切
事
故
の
多
く
は
「
直
前
横
断
」
で
す
。
次

の
こ
と
を
守
り
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

・
踏
切
の
手
前
で
は
必
ず
停
止
す
る
。

・
警
報
機
が
鳴
り
始
め
た
ら
踏
切
内
に
侵
入
し
な
い

・
歩
き
ス
マ
ホ
は
し
な
い

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

�
中
国
運
輸
局
／
中
国
地
方
整
備
局
／�

中
国
四
国
管
区
警
察
局
／
若
桜
鉄
道（
株
）

不動産登記推進
イメージキャラクター
トウキツネ

遺言書ほかんガ
ルー

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
鳥
取
地
方
法
務
局
総
務
課

　
☎
０
８
５
７（
22
）２
１
９
１

　
（
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
３
番
）

　
平
日　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
土
日
祝
を
除
く
。）

①�
講
演
会　
13
時
30
分
～
14
時
30
分
（
60
分
）

　
演
題
：
公
正
証
書
遺
言
に
つ
い
て

　
講
師
：�

鳥
取
公
証
人
合
同
役
場　

公
証
人　

山

本
芳
郎
氏

②�

説
明
会
　
14
時
50
分
～
15
時
20
分
（
30
分
）
自

筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
説
明
会

③�

説
明
会　
15
時
40
分
～
16
時
30
分
（
50
分
）
相

続
登
記
手
続
説
明
会

【
申
込
方
法
】�☎
０
８
５
７（
22
）２
１
９
１（
音
声

ガ
イ
ダ
ン
ス
３
番
）

　
ご
予
約
の
際
は
、
出
席
を
希
望
す
る
講
演
、
説

明
会
の
番
号
（
①
～
③
）
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

○�

参
加
無
料
／
予
約
制
／
先
着
順

　
11
月
４
日
（
水
）
か
ら
予
約
受
付
開
始
（
定
員

に
な
り
次
第
、
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

※�

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

�（https://​houm
ukyoku.m

oj.go.jp/​
tottori/

）
を
御
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

２
０
２
７
年
版
鳥
取
県

民
手
帳
の
販
売
に
つ
い
て

【
種　
　
類
】
黒
・
紅
・
藍
・
ブ
ラ
ウ
ン
（
B6
版
）

【
価　
　
格
】�

１
，
１
０
０
円
（
税
込
）
※
ブ
ラ
ウ

ン
B6
版
の
み
１
，
３
２
０
円

【
販
売
期
限
】
令
和
９
年
２
月
26
日
（
金
）
ま
で

※�

数
量
に
は
限
り
が
あ
り
、
無
く
な
り
次
第
終
了

と
な
り
ま
す
。

【
販
売
取
り
扱
い
先
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　
企
画
政
策
課

　
☎（
82
）２
２
３
１

　
IP
☎
９（
82
）２
２
３
１
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募 集 科 ものづくりCAD・CAM科 電気設備技術科

修了後の
職　　種

工作機械オペレーター、
CADオペレーター、機械・金属加工、

設計事務など
電気工事士、ビル施設管理、配電盤・
制御盤等組立、消防設備士など

募集期間 11月13日（金）～ 12月15日（火）

訓練期間 令和９年１月６日（水）～６月29日（火）　【６か月】

定　　員 各科　15名

応募方法 受講申込書をハローワークへ提出

選 考 日 12月21日（月） ＜筆記・面接＞

【
教
室
参
加
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　
リ
フ
ァ
ー
レ
ン
い
な
ば
（
鳥
取
市
伏
野
２
２
２
０
）

　
　
☎
０
８
５
７
（
59
）
６
０
２
６

　
　
開
館
時
間　
10
時
～
16
時

　
　
休
館
日　

�

月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日
の

場
合
は
翌
平
日
）

　
　
年
末
年
始　
令
和
８
年
12
月
28
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
～
令
和
９
年
１
月
４
日
（
月
）

　
　
参
加
申
込　

�

12
月
1
日
（
火
）
よ
り
受
付

（
先
着
順
）

体験講座 日　時 定員 費用

着物リメイク
（マイバッグ）

12月9日（水）
10：00～15：00 ５人 無料

木　工
（干支の置物 羊）

12月11日（金）
10：00～12：00 ５人 100円

裂き織り
12月15日（火）
10：00～11：30
13：30～15：00

３人
３人

実費

クリスマスオブジェ
（木の実利用）

12月17日（木）
10：00～12：00 ８人 100円

ミニ門松作り
　（孟宗竹）

12月25日（金）
10：00～12：00 ８人 300円

リ
フ
ァ
ー
レ
ン
い
な
ば

※�

各
教
室
内
容
に
よ
り
、
布
等
の
材
料
を
ご
持
参
頂
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
上
記
以
外
の
体
験
講
座
や
、
出
張
講
座
も
行
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
12
月
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
〉

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

も
の
づ
く
り
の
技
術
を
学
び
、

自
身
の
可
能
性
を
広
げ
ま
せ
ん
か
！

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鳥
取

　
☎
０
８
５
７
（
23
）
２
０
２
１

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
鳥
取

　
☎
０
８
５
７
（
52
）
８
８
０
２

受講料無料
（テキスト代は実費）

ポリテクセンター鳥取／ 1月入所生
施設見学会はこちら▶

有料広告募集中
・広告の大きさ　縦50mm × 横80mm
　（この枠と同じ大きさです。）
・掲載料　4,000 ～ 5,000円／月
　（掲載期間により異なります。）
詳しくは企画政策課へお問い合わせくださ
い。

【お問い合わせ】
企画政策課　☎ 82-2231 IP ☎ 9-82-2231

有　料　広　告

くらしの情報

戸
窓
口

籍の

※
10
月
９
日
届
出
分
ま
で

香典返し
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　

杉
本　

凪な
ぎ
さ桜

ち
ゃ
ん

�

拓
朗
さ
ん
・
有
香
里
さ
ん
の
女
の
子

新　

町　

石
原　

百も
も
か華

ち
ゃ
ん

�

駿
輝
さ
ん
・
真
穂
さ
ん
の
女
の
子

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

口
屋
堂
羅　

田
中　

富
代
さ
ん�

98
歳

　

米　

山
根　

よ
し
子
さ
ん�

97
歳

浅　

井　

本
家　

彰
子
さ
ん�

91
歳

下　

町　

山
根　

繼
子
さ
ん�

85
歳

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

若
桜
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

金
一
封

新　

町　

津
崎　

文
義
さ
ん　
母
正
子
さ
ん

※ご家族の同意をいただいた方のみ掲載しています。
※10月 14日届出分まで

あ
か
ま
つ

団　
　

地
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